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履修について

1

履修とは

　履修とは、入学した学部・学科の「決められた科目」を一定のルールに添って自発的に登録すること
です（6ページ参照）。登録した科目において、各科目の認可される条件を満たした場合、その科目に定
められた「単位」を修得できます。つまり、大学が定めた期間内に履修登録を自ら行わなければ、たと
え授業に出席したとしても単位を取得することはできないので、注意をしてください。

授業科目の分類

　広島国際大学では、「新しい時代を牽引する専門的な知識と技術を修得し、健康・医療・福祉の分野に
おいて活躍しうる職業人を地域・社会とともに育成する教育」を行います。さらに学部・学科を超えた
幅広い学問領域を横断的に学び、あらゆる組織や場面で活躍できる能力を修得します。そのための教育
カリキュラムとして、別掲の「授業科目等一覧」（14～ 50ページ）のとおり教育課程が編成されてい
ますが、各授業科目は内容により次の通り分類されます。

イ　スタンダード科目群
　「アカデミックリテラシー」、「チュートリアル」、「情報リテラシー」、「データサイエンス」、「専門
職連携基礎演習」、「専門職連携総合演習」などの科目が配置されており、主体的・対話的で深い学
びを通して、自らの成長を実感できる教育を行います。

ロ　オプション科目群
　健康・医療・福祉分野の職業人としての人格形成を目的として、主に「人間と文化」、「人間と社会」、
「人間と自然」の3つの領域について、大局的視野を身につけるもので、「命の尊さを理解し、ひと
を思いやる豊かな人間性」を育むための必須となる科目群です。「ベーシック」では幅広く深い教養
や総合的な判断力､ 豊かな人間性を涵養することを目標としています。「アドバンスド」では、ベー
シックで学んだ内容をさらに発展させる科目群で、卒業までの必要な時期に学んでいきます。

ハ　専門教育科目群
　健康・医療・福祉に関わる分野で実践的な技術をもった専門職業人を育成するための科目群です。
学部・学科が定めた専門教育科目を基礎的な科目から卒業研究へと体系的に学び、学士として必要
な専門分野の知識 ･技術を身につけます。

単位と単位制

(1)　単位
　各授業科目には所定の単位が表示されていますが、ここでいう単位とは、必要な学修量を示す基準
をさしています。この単位の修得数によって勉学の達成度合が確認されることになります。

(2)　単位制
　一定のルールに従い授業科目を履修し、所定の単位数を4年間（薬学科については6年間）で修得
することによって卒業することになります。
　このように単位の修得状況によって卒業の可否がきまる制度を単位制といいます。この制度のもと
では、一度修得した単位は、進級、卒業の可否に関係なく有効です。学年制のように、落第すればそ
の学年の全授業科目を改めて受講し直さなければならないということはありません。
　単位の計算に当たっては、各授業科目について、授業時間のほか、授業時間外の学修（事前学修及
び事後学修）も含めて、１単位当たり標準45時間の学修を必要とします。１コマ当たりの授業時間や、
１週間当たりの授業の実施回数、各授業科目の授業期間等については、当該授業科目の授業内容や授
業方法、事前学修及び事後学修の質や量を鑑み、学生が効果的に学修できるよう十分に考慮した上で
設定しています。
　ただし、本学では授業時間割の１時限（１コマ）を時計時間で２時間とみなしています。
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授業科目

　本学の授業科目は次のいずれかに指定され、各年次に配当されています。
　卒業するために必要な科目は本要領等で確認するようにしてください。

必修科目【必ず修得しなければならない科目】
必修科目は卒業のために必ず修得しなければならない科目です。いずれか１単位でも未修得
の場合、卒業要件を満たすことができませんので、卒業することができません。
※他の科目区分の単位を必修科目の単位として充当することはできません。

選択必修科目【指定の条件に基づき科目を選択し、必ず修得しなければならない科目】
指定の条件に基づき科目を選択し、修得しなければならない科目です。１単位でも未修得の
場合、卒業要件を満たすことができませんので、卒業することができません。
※他の科目区分の単位を選択必修科目の単位として充当することはできません。

選択科目【指定科目の中から興味関心に基づき選択して修得できる科目】
興味関心に基づき選択して履修できる科目です。ただし、卒業するためには、最低修得単位
数として定められている単位数以上の単位数を修得する必要があります。

自由科目【履修できるが卒業要件に算入しない科目】
健康科学部・健康スポーツ学部にて設置している教職課程の科目のうち、「教職に関する科目」
が対象です。教職を取るためには必要な単位ですが、卒業要件の単位には含みません。

卒業要件

　本学を卒業するためには、次の要件（1）（2）をすべて充足しなければなりません。
（１）4年以上（8年以内）在学していること（薬学科は6年以上（12年以内））。
（２）学則に定める卒業に必要な単位数を修得していること。

なお、卒業に必要な単位の修得方法については、14ページ以降の各学科のページに記載していま
すので、確認をしてください。

進級要件

　【看護学科・医療栄養学科・社会学科（地域創生学専攻）】　

各年次に進級するための進級要件が設けられています。進級要件の詳細については、学科のページに記
載していますので、確認をしてください。

先修科目

　【看護学科・医療栄養学科・社会学科（地域創生学専攻）】　

「専門教育科目」の中には、前もって指定された科目の単位を修得していることを条件に、履修が可能に
なる科目があります。前もって単位を修得しなければならない科目を「先修科目」といいます。先修科
目の修得を条件に履修が可能になる科目については、各学科のページに記載していますので、確認をし
てください。
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上位年次配当授業科目の履修要件

　【薬 学 科】　

　授業科目の配当年次が2年次以上の科目（上位年次配当授業科目）を履修するためには、各年次にお
いてある一定の要件を満たさなければなりません。上位年次配当授業科目の履修要件については、薬学
科のページを確認してください。

オプション科目の履修例について

　【看護学科、薬学科】　

　本学では「オプション科目」のベーシック科目群で学んだ内容を、アドバンスド科目群でさらに発展
させ卒業までの必要な時期に学ぶことができます。看護学科、薬学科においては、専門教育科目やス
タンダード科目の学びと関連させてそれぞれの学びの目標に合ったオプション科目を履修する一例を
示しています。詳細は本学ホームページ「学業 ( 履修について )」（https://www.hirokoku-u.ac.jp/
student/index.html）に掲載しています。

学業成績

●学業成績の評価基準
評語 認 Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ ＊

100点満点
認定

100～90 89～80 79～70 69～60 59～30 29～0 評価不能
ＧＰ（グレードポイント） 4 3 2 1 0

合　　否 合　格 不合格
（注）１．非受験、レポート未提出および授業に出席していないなどにより、成績の評価ができない場合は、「＊」と表示します。

２．認定とは、編入学等で単位認定を受けた場合に「認」と表示します。
３．点数等で評価できない、一部の実験・実習等の授業科目および、「アカデミックリテラシー」については、合格は「Ｇ」、
不合格は「Ｆ」と表示します。

［授業への出席について］
　各単位の単位認定（成績評価）は、授業時間数が基礎となっており、毎回の授業への参加（出席）が
前提となっています。

●学業成績の発表
　学業成績の発表は、毎年、前期（9月）と後期（3月）に行います。詳細については広国ポータルサ
イトでお知らせしますので確認してください。また、授業担当者によっては、適宜中間発表が行われる
こともあります。

●成績確認願の提出について
　成績評価に対し明確な理由のもとに強い疑義を主張する者は、成績確認願の提出をもって評価の確認
ができます。前期・後期の成績発表後、１週間程度の成績確認願受付期間を設けます。成績確認願受付
期間については広国ポータルサイトで確認してください。
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ＧＰＡ制度（グレードポイントアベレージ）

　本学では、成績評価を客観的に判断できる指標として、ＧＰＡ（グレードポイントアベレージ）制度
を導入しています。ＧＰＡの数値を見ることで、自分の学業成績の状況を的確に把握し、適切な履修計
画や管理、学修の充実などに活用することができます。欠席や課題の未提出等による単位修得の放棄な
どは、ＧＰＡの数値を下げることになりますので、注意する必要があります。

●ＧＰＡの表記と計算について
　ＧＰＡの計算は、成績評価にそれぞれ評価点（ＧＰ：グレードポイント）を与え、各授業科目の評価
点にその単位数を乗じた積の合計を、履修許可科目の総単位数で除して算出し小数点第 2位まで表記
します（小数点第3位を四捨五入）。
　ＧＰＡの計算式

　ＧＰＡ＝
4×成績Sの修得単位数＋3×成績Aの修得単位数＋2×成績Bの修得単位数＋1×成績Cの修得単位数

履修登録科目の総単位数（成績が「Ｄ、Ｅ、＊」の科目の単位数も含む）

ＧＰＡの対象としない授業科目はつぎのとおり。
・卒業要件に含まれない科目
・「認」、「Ｇ」、「Ｆ」で表示された科目
・その他、学部によって定める科目
　　※Ｄ評価を下回る成績で再履修した場合は、最新の成績評価に更新され計算対象となります。

●履修登録科目の履修変更について
　ＧＰＡ制度では、履修登録科目の履修変更等を申請できる期間を設けています。前期の単位修得状況
により、履修の追加・変更・取消を行いたい場合は、この期間を利用して手続きを行うことができます。
履修登録を取り消した科目は、ＧＰＡの算出には影響しませんが、取消手続き等を行わず、履修登録科
目の授業に出席しなかった場合、成績評価は評価不能「＊」（ＧＰ：0）となり、ＧＰＡを下げること
になりますので、注意してください。

●キャップ制について
　キャップ制とは、単位制度の実質化、すなわち、1単位を取得するための45時間（授業時間外の事
前事後学修含む）の学修を担保するためのものです。従って、1年間に履修できる単位数が限定され、
本学では、1セメスター（半期）の履修上限単位を、原則24単位としています。ただし、各学科の教
育方針（教育課程）により、学科ごとの上限単位数を定めています。
　履修上限単位数は、直前の学期のＧＰＡ値により、上限単位数を超えて追加履修することができます
が、その基準も学科ごとに定めています。一方、前セメスターのＧＰＡ値がその基準よりも低かった場
合には、設定されている上限を超えて履修することはできません。

1．当期履修科目のうち単位取得できなかった必修科目については、翌年度に再度履修して修得しなけ
ればなりません。この再履修科目の単位数は、翌年度半期の履修上限（キャップ）の単位数に加算
されます。すなわち、本来履修できる単位数が再履修のために減じられることになります。
たとえば、必修科目を 6単位程度取得できなかった場合には、翌年度以降、履修上限単位数およ
び時間割上の制約から、次年度以降の必修科目に取りこぼしが発生する場合があり、3年次生以降
の専門科目の履修に大きく影響しますので、注意してください。

2．当期履修科目のうち単位取得できなかった選択科目については、以後の半期に別の選択科目を履修
し卒業要件等に通算することは可能です。しかし、単位取得できなかった選択科目を翌年度に再履
修せずに放置しておくと、「ＧＰ＝ 0」のままで、通算のＧＰＡを下げることになるため、極力、
再履修して単位を修得するようにしてください。
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●履修単位数の上限
　年間の履修単位数の上限は、つぎのとおりです。ただし、履修単位数の上限は半期ごとに設けています。

学　科　名
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

前期 後期 計 前期 後期 計 前期 後期 計 前期 後期 計
看 護 24 24 48 24 24 48 24 24 48 24 24 48
医 療 栄 養 24 24 48 24 24 48 24 24 48 24 24 48
社会(地域創生学専攻) 24 24 48 24 24 48 24 24 48 24 24 48

学　科　名
１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次

前期 後期 計 前期 後期 計 前期 後期 計 前期 後期 計 前期 後期 計 前期 後期 計
薬 24 24 48 24 24 48 24 24 48 24 24 48 24 24 48 24 24 48

※上記の上限単位数の枠を一部変更して履修を認める場合があります。

●履修におけるGPAの活用について
　前の半期のＧＰＡの数値が高く、学科（専攻）等の定める一定水準を上回る成績優秀学生については、
翌半期において、上限を超える履修登録を認めることがありますので、アカデミック・アドバイザーの
先生や各学科の教務委員の先生にご相談ください。また、成績不振学生に実施する修学指導や履修指導
もＧＰＡの数値を活用します。詳細は、履修ガイダンス等で説明を行うほか、各学部・学科の履修指導
によります。
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履修申請

　学生は、自己の選択に基づき授業科目を申請して許可を得なければなりません。この手続きを「履修
申請」といい、毎年この履修申請を行わなければなりません。履修申請は「広国ポータルサイト」を使
用してWeb登録を行います。
　もし、これを怠った場合、授業および試験を受けることができません。また履修登録されていない科
目は、たとえ授業を受け試験に合格しても単位修得できませんので注意してください。
　なお、学則・諸規定等に違反して、許可条件に合わない申請をした場合も同様です。
　特に履修申請については、各学部で定める「履修規定」のほか、詳細な申請上の諸注意や諸規則があ
ります。毎年授業開始前に行われる履修ガイダンスにおいて説明を行いますので、申請上の諸注意・諸
規則をよく理解して正しい申請手続きを行ってください。
　履修ガイダンスでは、履修申請の手続きをはじめ、履修全般に関する説明・指導が行われるため必ず
出席しなければなりません。なお、申請の結果については、履修登録期間後に履修登録が正しく行われ
ているか自分自身で「広国ポータルサイト」により確認を行ってください。
　また、履修申請時は、「シラバス」に記載されている、各科目の授業内容や実施方法（対面授業、オン
ライン［オンデマンド］授業）等を確認し、登録してください。（電子シラバスの利用方法は13ページ
を参照）

１．履修申請科目の制限
　履修申請にあたって、次の科目は申請ができないので注意してください。
（１）過去に履修し、すでに合格している授業科目および単位認定された授業科目
（２）申請者の履修年次より上位の年次に配当されている授業科目（薬学科除く）
（３）授業時間割表で同一曜日・時限・期に重複している授業科目（再受験科目は除く）
（４）クラス分けのある授業科目のうち、申請者の所属するクラス以外の授業科目
（５）不開講科目（授業担当教員からの連絡等）
（６）他学部・他学科からの履修申請受け入れ不可の授業科目については、申請者の所属する学部・学

科以外の者は履修することができません。
（７）先修科目の条件を充足していない授業科目
（８）上位年次配当授業科目の履修要件が付いている授業科目（薬学科のみ）
（９）事前許可申請対象科目において、事前許可を受けていない授業科目

※1年間に履修できる単位数に上限（キャップ制）がありますので、学科等の履修指導に従ってください。

２．履修申請の特例
（１）他クラス授業科目の履修申請
　クラス分けのある授業科目については、申請者の所属するクラスで履修することが原則です。し
かし、履修希望の授業科目が同一曜日・時限・期に重複しており、その両方の授業科目を修得しな
ければ、今年度もしくは将来の進級・卒業等の要件に直接関わる場合に限り、他クラスでの履修申
請を認めることがありますので、担当教員や教務委員の先生に相談してください。

（２）他学部・他学科・他専攻授業科目の履修申請
　申請者の所属する学部・学科の配当授業科目以外に、他の分野について理解を助け、知識の総合
性を持たせるために、本人の学修意欲や単位修得状況を考慮したうえで、履修に支障がないと判断
される限りにおいて、他学部・他学科に配当された授業科目の履修を認めることがあります。
　希望者は履修申請期間に、各キャンパス教育・学生支援機構教務係まで申し出てください。なお、
履修が許可された場合は、当然のことですが授業に出席し、単位修得するように心掛けてください。
　履修を希望する学生は、教育・学生支援機構教務係で『特別履修申請書（様式１）』を受け取り、
これにより申請してください。（Web申請はできません）

履修申請について
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（３）再受験科目
＜薬学科（2～6年次）＞
　2年次以降の履修ガイダンスで説明します。
＜看護学科、医療栄養学科＞
教育・学生支援機構教務係で再受験科目履修申請書を受け取り提出してください。再受験科目
を申請する場合は、事前に再受験科目の授業担当教員に許可の押印をもらう必要があります。

【看護学科・医療栄養学科】
　今年度新たに履修する科目と前年度不合格の必修（もしくは選択必修）科目とが同時限に重複
する場合、前年度不合格科目（成績評価Ｄの科目に限る）について3科目以内は、前年度不合
格科目（D評価）の担当教員が許可した場合、再受験科目として重複申請することができる。
（ただし講義科目のみ。実験・実習・演習・スタンダード・オプション科目を除く。）
【薬学科】
　上位年次進級者が新たに履修する授業科目と前年度不合格の必修とが重複する場合、前年度不
合格科目（成績評価Ｄの科目に限る）について、前年度不合格科目（D評価）の担当教員が許可
した場合、再受験科目として重複申請することができる。（ただし講義科目のみ。実験・実習・演習・
スタンダード・オプション科目を除く。）（履修規定第7条参照）

※再受験科目の学習方法、評価方法、試験日時は、必ず自分で担当教員に確認しておくこと。
※再受験科目は履修上限（キャップ）の単位数には加算されません。
※新たに履修する科目の授業区分は全ての区分（講義・実験・実習・演習・スタンダード・
オプション科目）が対象です。

記入例（再受験科目を申請する場合）
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履修申請の方法

　履修したい授業科目を申請し、許可を得るためには、
　　①　指定された期間内に必ず登録（申請）する。
　　②　本書で説明する申請要領に従って正確に入力（記入）する。
ことが大切です。

　また、履修申請は一度登録（申請）して受理されたら、原則として、申請者からの理由の如何を問わ
ず申請内容の「追加・訂正・削除」等の変更は認められないので、申請にあたっては十分に注意して、
履修申請漏れ等のないようにしてください。

１．履修申請の様式区分

申 請 区 分 申 請 方 法

通常の履修申請 Ｎ・Ｙ・Ｖ
Ｏ

広国ポータルサイトの「Web 履修システム」によ
る履修登録
Ｙ（2～6年次）の履修方法の詳細については、各
年次の履修ガイダンスで説明します。

他クラス科目の履修申請
『特別履修申請書（様式1）』による履修申請

他学部・他学科科目の履修申請
再受験科目の履修申請 Ｎ・Ｖ 『再受験科目履修申請書』による履修申請
上位年次・再受験科目の
履修申請 Ｙ 『上位年次・再受験科目履修申請書』による履修申請

（注）『特別履修申請書（様式1）』、『再受験科目履修申請書』および『上位年次 ･再受験科目履修申請書』
は、教育・学生支援機構教務係窓口で配付します。

２．履修申請の受付期間

学　　部 申 請 期 間

全　学　部
全　学　科

【新入生】４月（詳細な日程は新入生ガイダンスで説明します）

【２年次以降】３月（詳細な日程は在学生ガイダンスで説明します）

（注）病気等やむを得ない理由で、上記期間に申請できない場合は、早急に教育・学生支援機構
教務係へ申し出てください。

３．Web履修登録方法
　Webでの履修登録を行う際は、広国ポータルサイトにアクセスして、期間内に登録を行ってくださ
い。本学のホームページ「メニュー」→「在学生の方」→「広国ポータルサイト」からログインして
ください。

下記のアドレスを入力し、ログイン画面を開き、大学から配付された
Microsoft365アカウントでログインしてください。
URL：https://hiu-portal.hirokoku-u.ac.jp/

スタート
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② 

③ 

④ 

②「履修・成績」から「履修
登録」のタブを選択してく
ださい。 

③履修したい科目の曜日・時限の箇所に
ある　　のマークを選択してください。 
 
期間外講義の場合は「集中講義選択」を
選択してください。 

④選択できる科目が表示され
るので、履修申請したい科
目の選択欄の「選択」ボタ
ンにチェックを入れて「講
義選択」ボタンを押してく
ださい。 

①

※すでに、Microsoft365にログインしている場合は、
　この画面は表示されません。
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・前期・後期で画面が違うため、必ず、前期・後期どちらも履修申請を行ってください。 
・「卒業研究（Ⅰ、Ⅱ）（薬学科、医療栄養学科は卒業研究Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ）」、「学外実習」等、時間割上
の期間外講義欄に記載されている科目については、「集中講義選択」から選択してください。 
・履修申請の受付期間以外では、履修の登録は認められませんので、申請期間内に必ず完了させて
ください。 

注　意　点 

⑤ 

⑤選択された科目が時間割上
に表示されます。 
すべての科目を確認したら
「登録内容確認」ボタンを押
してください。 

⑥ 

⑦ 

⑥選択した科目を確認して「登
録実行」ボタンを押してく
ださい。 
※「登録実行」ボタンを押さ
なければ履修登録は完了さ
れません。 

⑦「履修内容を登録しました。」
と表示されると履修登録が
完了となります。 
※履修登録時のシステムエラ
ーなどが起きた際の確認書
類となりますので、確認し、
印刷をして保管しておくこと。 
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４．履修申請後の注意
（１）履修申請科目の変更等
　履修申請期間後の履修科目の変更または追加は、授業時間割の変更および後期履修科目変更等の
受付期間を除いて許可しません。4月の申請時に年間計画を十分検討したうえで登録（申請）して
ください。

●後期履修科目変更等申請の受付期間
　後期の初めの一定期間にも後期履修科目変更等申請の受付期間を設けています。ただし、後期開
講科目に限ります。
　詳細については、9月下旬の後期ガイダンスで周知します。
　後期開講の履修許可科目の変更等の申請できる者は、以下の者に限ります。
　①　変更しなければならない相当の理由がある場合
　②　直前の学期のGPA値による学科の判断により履修の追加および削除が必要な場合

（２）履修科目の確認
　履修許可科目については、広国ポータルサイト「講義お知らせ」欄の「My時間割」から履修科
目を確認できます。疑義があれば速やかに教育・学生支援機構教務係まで申し出てください。

（３）履修者数が10名以下の場合
　履修者が10名以下の場合、不開講とすることがあります。不開講となった科目については、別途
授業担当教員から連絡等します。

（４）履修許可の取消し
　履修許可後において、履修規定およびこの履修申請要領等に違反して申請していることが判明し
た場合は、履修許可を取り消す場合があります。

（５）「教育・学生支援機構教務係からのお知らせ」を必ず確認すること。
　教育・学生支援機構教務係からのお知らせは、広国ポータルサイトからお知らせします。

（６）行事予定表を必ず確認すること。
　授業実施のスケジュールは、行事予定表を必ず確認してください。なお、曜日違いの授業や休講
日などありますので、必ず確認してください。

５．クラス分けについて
　チュートリアル、アカデミックリテラシー、外国語（英語）等クラス分けを実施して行う科目もあ
りますので、履修申請する際には十分注意してください。間違って他クラスを履修申請しても許可さ
れないので、注意してください。
　なお、クラス分けについては後日広国ポータルサイト等で発表しますので、必ず自分がどのクラス
か確認し、クラスを間違って申請しないよう、十分注意してください。
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ＴＯＥＩＣによる単位認定

　TOEIC において、以下の得点を取得した場合は、単位認定を行うことが可能です。

認定の対象とする外部検定試験、
技能資格等の名称【認定法人等】

認定基準（条件） 認定科目・単位数

TOEIC

得 点
認　定
単位数

単位認定は2単位を限度とする

【2単位を認定できるケース】
①600点以上取得して1回目の申請で2単位
認定。
②1回目の申請 → 470点～599点を取得し

て1単位認定。
　2回目の申請 → 600点以上取得してさら

に1単位を認定、合計2
単位を認定。

※470点～599点を2回取得しても、合計
2単位を認定することはできない。

【認定対象科目】
英語コミュニケーションⅠ , Ⅱ（各1単位）、
英語リーディングⅠ , Ⅱ（各1単位）、
Reading & Writing （1単位）、英語プレゼ
ンテーション（1単位）、検定英語（1単位）
※1単位の科目は認定限度単位まで組み合わ
すことができる。

470点
以上

1単位

600点
以上

2単位

１．単位認定手続
　単位認定を申請することができる者は、つぎのいずれかに該当する者とし、「単位認定申請書」に合
格証書等の写しを添えて、㋑の者については入学時に、㋺の者については、スコアレポートの発行日
より2年以内に教育・学生支援機構教務係に提出してください。
［単位認定申請者］㋑　本大学入学前に、上表に定める学修に合格している者
　　　　　　　　　㋺　本大学在学中に、上表に定める学修に合格した者
※速やかに手続きをとるよう心がけてください。

２．単位の認定等
（１）単位認定を受けた授業科目は、「認」と表示する。
（２）単位認定を受けた授業科目については、授業出席を免除する。



13

電子シラバスについて

　シラバスには、授業の具体的内容、要点、準備・事後学習、到達目標、評価基準、教科書・参考図書、
履修要件、授業の実施方法（対面授業、オンライン授業等）などが記載されています。履修申請時はシ
ラバスを確認した上で、履修登録をしてください。
※シラバス公開後に変更が生じる場合があります。

【大学ホームページ】→【メニュー】→【在学生の方】→【学業（履修について）】→【シラバスの利用】

【検索について】
　シラバス検索をする場合、以下の検索種別を複数組み合わせて検索することで、確認したいシラバス
を簡単に見つけることができます。
　また、開講学期や授業担当教員等、条件を選択することでシラバスを一覧で確認することも可能です。

検索種別 説明

1 年度 対象年度を確認し選択してください。

2 開講学期
授業時間割表で開講学期を確認し選択してください。
【種類】前期・後期・通年・1期（前期前半）・2期（前期後半）・
　　　　3期（後期前半）・4期（後期後半）

3 学部・学科
履修する学部・学科・専攻を選択してください。
※専攻の検索で見つからない場合、学部や学科で検索してください。

4 科目名

検索したい科目名またはコード（履修申請要領に記載の科目コード）
を入力してください。
※同一科目でも、担当教員が異なる場合や他学部（他学科）科目の場
合があるため注意してください。

5 授業担当教員名 授業担当教員名を授業時間割表で確認し入力してください。
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看護学部
卒業に必要な単位数　　　

看護学科
科目区分 必修 選択

スタンダード科目 15 ―

オプション科目 4 3

専
門
教
育
科
目

専門基礎分野 20 1

専門分野 78 4

計
98 5

103単位以上

卒業必要単位数
117 8

125単位以上



看
護
学
科
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授 業 科 目 等 一 覧
看護学科
1．スタンダード科目

注1．単位数を○で囲んだ授業科目は必修科目
　2．時間数を（　）で囲んだ授業科目は前期または後期で開講する。

科目区分

科
目
コ
ー
ド

授　業　科　目
単
位
数

配当年次・学期・時間数
授
業
区
分

備　
　

考
1年次 2年次 3年次 4年次

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
科
目

Z2010 アカデミックリテラシー ① 30

演習

Z2020 チュートリアル ① 30
Z2030 専門職連携基礎演習Ⅰ ① (30) (30)
Z2040 専門職連携基礎演習Ⅱ ① (30) (30)
Z2050 専門職連携総合演習Ⅰ ① (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z2060 専門職連携総合演習Ⅱ ① (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z2070 地域創生と危機管理 ① (30) (30) 講義
Z2281 情報リテラシー ① 30

演習

Z2090 データサイエンスⅠ ① 30
Z2100 英語コミュニケーションⅠ ① 30
Z2110 英語コミュニケーションⅡ ① 30
Z2120 英語リーディングⅠ ① 30
Z2130 英語リーディングⅡ ① 30
Z2140 スポーツ学 ① (15) (15) 講義
Z2150 スポーツ実習Ⅰ ① (30) (30) 演習

2．オプション科目
注1．単位数を○で囲んだ授業科目は必修科目
　2．時間数を（　）で囲んだ授業科目は前期または後期で開講する。

科目区分

科
目
コ
ー
ド

授　業　科　目
単
位
数

配当年次・学期・時間数
授
業
区
分

備　
　

考
1年次 2年次 3年次 4年次

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

オ
プ
シ
ョ
ン
科
目
（
ベ
ー
シ
ッ
ク
）

グ
ロ
ー
バ
ル

Z2001 中国語Ⅰ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

演習
Z2011 中国語Ⅱ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z2021 ドイツ語Ⅰ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z2031 ドイツ語Ⅱ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

情報学 Z2041 プログラミングⅠ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

人
間
と
文
化

Z0101 哲学 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

講義

Z0111 文学 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z0121 心理学 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z0141 芸術学 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z0151 文化人類学 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

人
間
と
社
会

Z2051 日本国憲法 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z0191 経済学 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z0201 歴史学 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z0211 政治学 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
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科目区分

科
目
コ
ー
ド

授　業　科　目
単
位
数

配当年次・学期・時間数
授
業
区
分

備　
　

考
1年次 2年次 3年次 4年次

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

オ
プ
シ
ョ
ン
科
目
（
ベ
ー
シ
ッ
ク
）

人
間
と
自
然

Z0231 統計学 ② (30) (30)

講義

Z0251 数学基礎 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z0241 数学 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z0261 物理学 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z0281 化学 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z0301 生物学 ② (30) (30)
Z2061 科学実験ａ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

実験
Z2071 科学実験ｂ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

総
合

Z0131 日本語表現法 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
講義

Z0161 コミュニケーション論 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

オ
プ
シ
ョ
ン
科
目
（
ア
ド
バ
ン
ス
ド
）

グ
ロ
ー
バ
ル

Z2081 Reading & Writing 1 (30) (30) (30) (30)
演習Z2091 英語プレゼンテーション 1 (30) (30) (30) (30)

Z0441 検定英語 1 (30) (30) (30) (30)
Z2101 グローバル化と人間ａ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

講義
Z2111 グローバル化と人間ｂ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

情
報
学

Z2121 データサイエンスⅡ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
演習Z2291 データサイエンスⅢ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

Z2141 プログラミングⅡ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
保健体育 Z2151 スポーツ実習Ⅱ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30) 実習

人間と
文化

Z2161 人間と文化a 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

講義

Z2171 人間と文化b 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

人間と
社会

Z2181 人間と社会a 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z2191 人間と社会b 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

人間と
自然

Z2201 人間と自然a 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z2211 人間と自然b 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

総合 Z2231 教養ゼミ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30) 演習

【留学生特例科目】

科目区分

科
目
コ
ー
ド

授　業　科　目
単
位
数

配当年次・学期・時間数
授
業
区
分

備　
　

考
1年次 2年次 3年次 4年次

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

オ
プ
シ
ョ
ン

人間と
社会

Z2241 日本事情ａ 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

講義
Z2251 日本事情ｂ 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

グローバル
Z2261 日本語Ⅰ 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z2271 日本語Ⅱ 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

〔注〕留学生特例科目において修得した単位は、学部および学科で履修すべき単位数のうち、次に掲げるもので代えることができる。
　　　ただし、その履修に関しては学部または学科の指示に従うものとする。
　　　1　オプション科目（ベーシック）の人間と社会の2単位までを「日本事情ａ」または「日本事情ｂ」の単位数
　　　2　オプション科目のグローバルの4単位までを「日本語Ⅰ」、「日本語Ⅱ」の単位数
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3．専門教育科目
看護学科

注1．単位数を○で囲んだ授業科目は必修科目
　2．時間数を（　）で囲んだ授業科目は前期または後期で開講する。

科目区分

科
目
コ
ー
ド

授　業　科　目
単
位
数

配当年次・学期・時間数
授
業
区
分

備　
　

考
1年次 2年次 3年次 4年次

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

専

門

基

礎

科

目

N1032 医療・生命倫理 ① (15) (15)
講義

N1033 医学・医療概論 ① (15) (15)
N1041 人体の構造と生理機能Ⅰ ② (60) (60)

講義･実習
N1051 人体の構造と生理機能Ⅱ ② (60) (60)
N1061 栄養・代謝学と臨床生化学 ② (30) (30)

講義

N1071 臨床薬理学 ② (30) (30)
N1081 微生物学 ② (30) (30)
N1102 臨床病態学Ⅰ ② (30) (30)
N1112 臨床病態学Ⅱ ② (30) (30)
N1122 臨床病態学Ⅲ ② (30) (30)
N1141 臨床心理学 ② (30) (30)
N1151 カウンセリング理論と技法 1 (15) (15)
N1162 人間の発達と人間関係 1 (15) (15)
N1173 社会保障論 1 (15) (15)

専

門

科

目

基
礎
看
護
学
系

N3012 看護学概論Ⅰ ② (30) (30)
講義

N3021 看護学概論Ⅱ ① 15
N3201 基礎看護技術演習Ⅰ ① (30) (30)

演習
N3211 基礎看護技術演習Ⅱ ② 60
N3221 基礎看護技術演習Ⅲ ② 60
N3081 看護診断学演習 ① 30
N3082 看護実践論 ① 15 講義
N3091 基礎看護学実習Ⅰ ① (45) (45)

実習
N3101 基礎看護学実習Ⅱ ② 90

成
人
看
護
学
系

N4153 成人看護学概論Ⅰ ① (15) (15)

講義
N4163 成人看護学概論Ⅱ ① (15) (15)
N4101 成人看護学各論Ⅰ ① (15) (15)
N4111 成人看護学各論Ⅱ ① (15) (15)
N4121 成人看護学演習Ⅰ ① 30

演習
N4131 成人看護学演習Ⅱ ① 30
N4171 成人看護学実習Ⅰ ③ 135

実習
N4181 成人看護学実習Ⅱ ③ 135

老
年
看
護
学
系

N4512 老年看護学概論 ② (30) (30)
講義

N4601 老年看護学各論 ① (15) (15)
N4611 老年看護学演習 ① 30 演習
N4553 老年看護学実習 ③ 135 実習

小
児
看
護
学
系

N5012 小児看護学概論 ② (30) (30)
講義

N5101 小児看護学各論 ① (15) (15)
N5111 小児看護学演習 ① 30 演習
N5041 小児看護学実習 ② 90 実習
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科目区分

科
目
コ
ー
ド

授　業　科　目
単
位
数

配当年次・学期・時間数
授
業
区
分

備　
　

考
1年次 2年次 3年次 4年次

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

専　

門　

科　

目

母
性
看
護
学
系

N5512 母性看護学概論 ② (30) (30)
講義

N5601 母性看護学各論 ① (15) (15)
N5611 母性看護学演習 ① 30 演習
N5541 母性看護学実習 ② 90 実習

精
神
看
護
学
系

N6012 精神看護学概論 ② (30) (30)
講義

N6101 精神看護学各論 ① (15) (15)
N6111 精神看護学演習 ① 30 演習
N6041 精神看護学実習 ② 90 実習

地
域･

在
宅
看
護
学
系

N2173 地域・在宅看護学概論 ② (30) (30)
講義

N2174 地域・在宅看護学各論 ② (30) (30)
N2192 地域・在宅看護学演習 ② 60 演習
N2182 地域・在宅看護学実習 ③ 135 実習

公
衆
衛
生
看
護
学
系

N8011 公衆衛生看護学概論 ② (30) (30)
講義

N8022 公衆衛生看護活動論 2 (30) (30)
N8023 公衆衛生看護方法論Ⅰ 2 (60) (60) 演習
N8033 公衆衛生看護方法論Ⅱ 2 (30) (30)

講義

N8034 公衆衛生看護管理論 2 (30) (30)
N8035 公衆衛生看護方法論Ⅲ 2 30
N8043 公衆衛生看護方法論Ⅳ 2 30
N8051 学校保健 1 (15) (15)
N8062 産業保健 1 (15) (15)
N8112 公衆衛生看護学実習 5 (225) (225) 実習
N1214 保健医療福祉行政論Ⅰ ② 30

講義

N1271 保健医療福祉行政論Ⅱ 1 15
N1251 疫学 ② (30) (30)
N1262 保健統計 ② (30) (30)

統
合
看
護
学
系

N7051 感染制御学 1 (15) (15) (15) (15) (15) (15)
N7061 子育て支援論 1 (15) (15) (15) (15) (15) (15)
N7081 難病看護論 1 (15) (15) (15) (15) (15) (15)
N2201 メンタルヘルス支援論 1 (15) (15) (15) (15) (15) (15)
N2123 緩和ケア論 1 (15) (15) (15) (15)
N2103 国際看護論 1 (15) (15) (15) (15) (15) (15)
N2142 救急看護論 1 (15) (15) (15) (15)
N1183 看護関係法規 ① (15) (15)
N2212 看護管理学 ① (15) (15)
N2161 統合看護学実習 ② (90) (90) 実習
N2223 看護学総合演習 ③ (90) (90) 演習

卒業研究
N9031 研究方法論 ② (30) (30) 講義
N9032 卒業研究 ② 60 演習
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　看護学科　

〔進級要件〕
各年次に進級するためには所定の単位を修得しなければならない。

第2年次

スタンダード科目 「アカデミックリテラシー」、「チュートリアル」、「専門職連携基礎演習Ⅰ」、「専門職連携
基礎演習Ⅱ」を含め11単位以上修得

オプション科目 必修科目4単位以上修得

専 門 教 育 科 目 1年次配当科目の必修科目から「基礎看護技術演習Ⅰ」、「基礎看護技術演習Ⅱ」、「基礎
看護学実習Ⅰ」を含め12単位以上修得

第3年次

スタンダード科目 ―

オプション科目 ―

専 門 教 育 科 目 1・2年次配当科目の必修科目から、「看護学概論Ⅰ」、「看護学概論Ⅱ」、「基礎看護技術演
習Ⅲ」、「看護診断学演習」、「基礎看護学実習Ⅱ」、「看護実践論」を含め54単位以上修得

第4年次

スタンダード科目 必修科目13単位修得

オプション科目 必修科目4単位および選択科目3単位を含め、計7単位以上修得

専 門 教 育 科 目

①専門基礎科目の必修科目20単位および選択科目1単位以上修得
②専門科目の必修科目（「成人看護学実習Ⅰ」、「成人看護学実習Ⅱ」、「老年看護学実習」、
「小児看護学実習」、「母性看護学実習」、「精神看護学実習」、「地域・在宅看護学実習」
を除く）から「成人看護学概論Ⅰ」、「成人看護学概論Ⅱ」、「成人看護学各論Ⅰ」、「成
人看護学各論Ⅱ」、「成人看護学演習Ⅰ」、「成人看護学演習Ⅱ」、「老年看護学概論」、「老
年看護学各論」、「老年看護学演習」、「小児看護学概論」、「小児看護学各論」、「小児看
護学演習」、「母性看護学概論」、「母性看護学各論」、「母性看護学演習」、「精神看護学
概論」、「精神看護学各論」、「精神看護学演習」、「地域・在宅看護学概論」、「地域・在
宅看護学各論」、「地域・在宅看護学演習」、「公衆衛生看護学概論」を含め46単位以
上修得
③「成人看護学実習Ⅰ」、「成人看護学実習Ⅱ」、「老年看護学実習」、「小児看護学実習」、「母
性看護学実習」、「精神看護学実習」、「地域・在宅看護学実習」のうち5科目以上修得
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〔先修科目〕
Ⅰ　Ａ欄に掲げる授業科目を履修するためには、Ｂ欄に掲げる授業科目（先修科目）の単位を、2年次
前期終了時までに修得していなければならない。

A欄 B欄

基礎看護学実習Ⅱ 看護学概論Ⅰ・Ⅱ、基礎看護技術演習Ⅰ～Ⅲ、

（2年次） 看護診断学演習、基礎看護学実習Ⅰ

Ⅱ　Ａ欄に掲げる授業科目を履修するためには、上記ⅠのＡ欄および以下に掲げるＢ欄の授業科目（先
修科目）の単位を、3年次前期終了時までに修得していなければならない。
　　なお、「成人看護学各論Ⅰ」、「成人看護学各論Ⅱ」、「老年看護学各論」、「小児看護学各論」、「母性看
護学各論」、「精神看護学各論」、「地域・在宅看護学各論」のうち1科目以上、評価不能（＊）または
評価Ｅの場合、3年次後期から配当される以下Ａ欄に掲げる全ての実習科目の履修を認めない。

A欄 B欄

成人看護学実習Ⅰ
成人看護学概論Ⅰ・Ⅱ、成人看護学各論Ⅰ・Ⅱ、

成人看護学演習Ⅰ・Ⅱ
成人看護学実習Ⅱ

（3年次後期）

老年看護学実習 老年看護学概論、老年看護学各論、

（3年次後期） 老年看護学演習

小児看護学実習 小児看護学概論、小児看護学各論

（3年次後期） 小児看護学演習

母性看護学実習 母性看護学概論、母性看護学各論

（3年次後期） 母性看護学演習

精神看護学実習 精神看護学概論、精神看護学各論、

（3年次後期） 精神看護学演習

地域・在宅看護学実習 地域・在宅看護学概論、地域・在宅看護学各論

（3年次後期） 地域・在宅看護学演習

Ⅲ　Ａ欄に掲げる授業科目を履修するためには、上記ⅠのＡ欄および以下に掲げるＢ欄の授業科目（先
修科目）の単位を、3年次終了時までに修得していなければならない。

A欄 B欄

公衆衛生看護学実習

（4年次）

公衆衛生看護学概論、

公衆衛生看護活動論、公衆衛生看護方法論Ⅰ・Ⅱ、

公衆衛生看護管理論、公衆衛生看護方法論Ⅲ、

疫学、保健統計、保健医療福祉行政論Ⅰ・Ⅱ、

学校保健、産業保健
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保健師国家試験の受験資格について
　看護学科の者で、上記国家試験の受験資格を取得したい者は、以下の授業科目を修得しなければな
りません。

修得を要する科目

科目区分 授　業　科　目　名 単位数 時間数 履修年次

専　

門　

教　

育　

科　

目

公衆衛生看護学概論 2 30 2
公衆衛生看護活動論 2 30 2
公衆衛生看護方法論Ⅰ 2 60 3
公衆衛生看護方法論Ⅱ 2 30 3
公衆衛生看護管理論 2 30 3
公衆衛生看護方法論Ⅲ 2 30 3
公衆衛生看護方法論Ⅳ 2 30 4
学校保健 1 15 2
産業保健 1 15 3
公衆衛生看護学実習 5 225 4
保健医療福祉行政論Ⅰ 2 30 3
保健医療福祉行政論Ⅱ 1 15 3
疫学 2 30 2
保健統計 2 30 2

養護教諭2種免許状の取得について
　保健師国家試験の受験資格を取得し、次の科目を修得した場合、養護教諭2種の免許状の申請が可能です。

表　その他教育職員免許法施行規則で定める科目
教育職員免許法施行規則に
定める科目および単位数

左記科目に対する本大学での科目等

科　　目 授　業　科　目 単位数
履修
年次

時間数
前期 後期

日本国憲法 日本国憲法 2 1 (30) (30)

体育
スポーツ学 ① 1 (15) (15)
スポーツ実習Ⅰ ① 1 (30) (30)

外国語コミュニケーション
英語コミュニケーションⅠ ① 1 30
英語コミュニケーションⅡ ① 1 30

数理、データ活用及び人工知能に関する

科目又は情報機器の操作

情報リテラシー ① 1 30
データサイエンスⅠ ① 1 30

注1．単位数を○で囲んだ授業科目は必修科目
　2．時間数を（　）で囲んだ授業科目は前期または後期で開講する。
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薬学部
卒業に必要な単位数

薬学科
科目区分 必修 選択

スタンダード科目 15 ―

オプション科目 3 7

専門教育科目

専門科目 141 20＊

計
141 20

161単位以上

卒業必要単位数
159 27

186単位以上

＊『専門科目』の「基礎薬学」の選択必修科目である「物理系薬学演習A」「物理
系薬学演習B」のいずれか1単位、「化学系薬学演習A」「化学系薬学演習B」
のいずれか1単位、「生物系薬学演習A」「生物系薬学演習B」のいずれか1単
位の計3単位を含め、20単位以上を修得すること。
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授 業 科 目 等 一 覧
薬学科
1．スタンダード科目

注1．単位数を○で囲んだ授業科目は必修科目
　2．時間数を（　）で囲んだ授業科目は前期または後期で開講する。

科目区分

科
目
コ
ー
ド

授　　業　　科　　目
単
位
数

配当年次・学期・時間数
授
業
区
分

備　
　

考
1年次 2年次 3年次 4年次 5年次 6年次

前期後期前期後期前期後期前期後期前期後期前期後期

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
科
目

Z2010 アカデミックリテラシー ① 30

演習

Z2020 チュートリアル ① 30
Z2030 専門職連携基礎演習Ⅰ ① (30) (30)
Z2040 専門職連携基礎演習Ⅱ ① (30) (30)
Z2050 専門職連携総合演習Ⅰ ① (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z2060 専門職連携総合演習Ⅱ ① (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z2070 地域創生と危機管理 ① (30) (30) 講義
Z2281 情報リテラシー ① 30

演習

Z2090 データサイエンスⅠ ① 30
Z2100 英語コミュニケーションⅠ ① 30
Z2110 英語コミュニケーションⅡ ① 30
Z2120 英語リーディングⅠ ① 30
Z2130 英語リーディングⅡ ① 30
Z2140 スポーツ学 ① (15) (15) 講義
Z2150 スポーツ実習Ⅰ ① (30) (30) 実習

2．オプション科目
注1．単位数を○で囲んだ授業科目は必修科目
　2．時間数を（　）で囲んだ授業科目は前期または後期で開講する。

科目区分

科
目
コ
ー
ド

授　　業　　科　　目
単
位
数

配当年次・学期・時間数
授
業
区
分

備　
　

考
1年次 2年次 3年次 4年次 5年次 6年次

前期後期前期後期前期後期前期後期前期後期前期後期

オ
プ
シ
ョ
ン
科
目
（
ベ
ー
シ
ッ
ク
）

グ
ロ
ー
バ
ル

Z2001 中国語Ⅰ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30)

演習
Z2011 中国語Ⅱ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z2021 ドイツ語Ⅰ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z2031 ドイツ語Ⅱ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30)

情報学 Z2041 プログラミングⅠ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30)

人
間
と
文
化

Z0101 哲学 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30)

講義

Z0111 文学 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z0121 心理学 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z0141 芸術学 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z0151 文化人類学 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30)

人
間
と
社
会

Z0181 法学 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z0191 経済学 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z0201 歴史学 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z0211 政治学 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30)
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科目区分

科
目
コ
ー
ド

授　　業　　科　　目
単
位
数

配当年次・学期・時間数
授
業
区
分

備　
　

考
1年次 2年次 3年次 4年次 5年次 6年次

前期後期前期後期前期後期前期後期前期後期前期後期

オ
プ
シ
ョ
ン
科
目
（
ベ
ー
シ
ッ
ク
）

人
間
と
自
然

Z0231 統計学 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30)

講義

Z0251 数学基礎 ① (30) (30)
Z0241 数学 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z0261 物理学 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z0281 化学 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z0301 生物学 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z2061 科学実験ａ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30)

実験
Z2071 科学実験ｂ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30)

総
合

Z0131 日本語表現法 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30)
講義

Z0161 コミュニケーション論 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30)

オ
プ
シ
ョ
ン
科
目
（
ア
ド
バ
ン
ス
ド
）

グ
ロ
ー
バ
ル

Z2081 Reading & Writing ① (30) (30)
演習Z2091 英語プレゼンテーション 1 (30) (30) (30) (30)

Z0441 検定英語 ① (30) (30)
Z2101 グローバル化と人間ａ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30)

講義
Z2111 グローバル化と人間ｂ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30)

情
報
学

Z2121 データサイエンスⅡ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30)
演習Z2291 データサイエンスⅢ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30)

Z2141 プログラミングⅡ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30)
保健体育 Z2151 スポーツ実習Ⅱ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) 実習

人間と
文化

Z2161 人間と文化ａ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30)

講義

Z2171 人間と文化ｂ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30)

人間と
社会

Z2181 人間と社会ａ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z2191 人間と社会ｂ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30)

人間と
自然

Z2201 人間と自然ａ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z2211 人間と自然ｂ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30)

総合 Z2231 教養ゼミ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) (30) 演習

【留学生特例科目】

科目区分

科
目
コ
ー
ド

授　　業　　科　　目
単
位
数

配当年次・学期・時間数
授
業
区
分

備　
　

考
1年次 2年次 3年次 4年次 5年次 6年次

前期後期前期後期前期後期前期後期前期後期前期後期

オ
プ
シ
ョ
ン

人間と社会
Z2241 日本事情ａ 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

講義
Z2251 日本事情ｂ 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

グローバル
Z2261 日本語Ⅰ 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z2271 日本語Ⅱ 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

〔注〕留学生特例科目において修得した単位は、学部および学科で履修すべき単位数のうち、次に掲げるもので代えることができる。
　　　ただし、その履修に関しては学部または学科の指示に従うものとする。
　　　1　オプション科目（ベーシック）の人間と社会の2単位までを「日本事情ａ」または「日本事情ｂ」の単位数
　　　2　オプション科目のグローバルの4単位までを「日本語Ⅰ」、「日本語Ⅱ」の単位数



薬

学

科
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2．専門教育科目
薬学科

注1．単位数を○で囲んだ授業科目は必修科目
　2．単位数を□で囲んだ授業科目は選択必修科目
　3．時間数を（　）で囲んだ授業科目は前期または後期で開講する。

科
目
区
分

科
目
コ
ー
ド

授　　業　　科　　目
単
位
数

配当年次・学期・時間数
授
業
区
分

備　
　

考
1年次 2年次 3年次 4年次 5年次 6年次

前期後期前期後期前期後期前期後期前期後期前期後期

専　
　

門　
　

科　
　

目

基
本
的
資
質
・
社
会
と
薬
学

Y9052 薬学へのいざない ① 30

講義
Y8121 医療統計学 ① (30) (30)
Y8141 医療コミュニケーション ① (30) (30)
YA001 薬事関係法規・制度Ⅰ ① (30) (30)
YA002 薬事関係法規・制度Ⅱ ① (30) (30)
YA003 MAPLE Ⅰ ① 30

演習
YA004 MAPLE Ⅱ ① 30
YA005 MAPLE Ⅲ ① 30
YA006 MAPLE Ⅳ ① 30

基　
　

礎　
　

薬　
　

学

YA007 数学基礎演習 ① 30
Y8488 薬学数学 ① 30 講義
YA008 物理学基礎 ① 30 講義・演習
YA009 物理学基礎演習 ① 30 演習
Y9083 物理化学Ⅰ ① (30) (30)

講義

Y9093 物理化学Ⅱ ① (30) (30)
Y9103 物理化学Ⅲ ① (30) (30)
Y9113 分析化学Ⅰ ① (30) (30)
YA068 分析化学Ⅱ ① (30) (30)
YA010 分析化学Ⅲ ① (30) (30)
YA011 化学基礎 ① 30 講義・演習
YA012 化学基礎演習 ① 30 演習
YA069 有機化学Ⅰ ① (30) (30)

講義
YA070 有機化学Ⅱ ① (30) (30)
YA071 有機化学Ⅲ ① (30) (30)
YA072 有機化学Ⅳ ① (30) (30)
Y9233 生薬学 ① (30) (30)
YA013 生物学基礎 ① 30 講義・演習
YA014 生物学基礎演習 ① 30 演習
Y9293 生化学Ⅰ ① (30) (30)

講義

Y9303 生化学Ⅱ ① (30) (30)
Y9753 遺伝子 ① (30) (30)
YA015 微生物学 ① (30) (30)
YA016 細胞生物学・免疫学概論 ① (30) (30)
YA017 免疫学 ① (30) (30)
YA018 物理系薬学演習A 1 (30) (30)

演習

YA019 物理系薬学演習B 1 (30) (30)
YA020 化学系薬学演習A 1 (30) (30)
YA021 化学系薬学演習B 1 (30) (30)
YA022 生物系薬学演習A 1 (30) (30)
YA023 生物系薬学演習B 1 (30) (30)
YA024 物理化学・分析化学実習 ② 60 実習
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科
目
区
分

科
目
コ
ー
ド

授　　業　　科　　目
単
位
数

配当年次・学期・時間数
授
業
区
分

備　
　

考
1年次 2年次 3年次 4年次 5年次 6年次

前期後期前期後期前期後期前期後期前期後期前期後期

専　
　

門　
　

科　
　

目

薬
学
基
礎

YA025 有機化学・生薬学実習 ② 60
実習

YA026 生物学実習 ② 60

医　
　

療　
　

薬　
　

学

YA027 解剖生理学Ⅰ ① (30) (30)

講義

YA028 解剖生理学Ⅱ ① (30) (30)
Y9403 病態と薬理総論 ① (30) (30)
Y9413 病態と薬理Ⅰ ① (30) (30)
Y9453 病態と薬理Ⅱ ① (30) (30)
Y9463 病態と薬理Ⅲ ① (30) (30)
Y9423 病態と薬理Ⅳ ① (30) (30)
Y9493 病態と薬理Ⅴ ① (30) (30)
YA029 感染症学 ① (30) (30)
YA030 感染症治療学 ① (30) (30)
YA031 漢方医薬学 ① (30) (30)
YA073 薬の生体内運命 ① (30) (30)
YA074 薬物動態解析学 ① (30) (30)
YA032 製剤設計Ⅰ ① (30) (30)
YA033 製剤設計Ⅱ ① (30) (30)
YA034 臨床薬剤学 ① (30) (30)
YA035 複合演習（薬剤） ① (30) (30)

演習YA036 複合演習（薬物治療Ⅰ） ① (30) (30)
YA037 複合演習（薬物治療Ⅱ） ① (30) (30)
YA038 薬理学実習 ② 60

実習
YA039 薬剤学実習 ② 60

衛　

生　

薬　

学

Y9393 生活環境と健康 ① (30) (30)

講義

Y9353 栄養と食品 ① (30) (30)
Y9773 食品衛生学 ① (30) (30)
Y9363 社会集団と健康 ① (30) (30)
Y9383 化学物質の生体影響 ① (30) (30)
YA067 環境因子の生体影響 ① (30) (30)
YA040 複合演習（衛生） ① (30) (30) 演習
YA041 衛生薬学実習 ② 60 実習

臨　

床　

薬　

学

YA042 基礎調剤学 ① (30) (30)

講義

Y9502 医薬品情報 ① (30) (30)
YA043 臨床実務学 ① (30) (30)
YA044 臨床推論 ① (30) (30)
Y9512 患者情報 ① (30) (30)
YA045 治療解析基礎 ① (30) (30)
YA046 治療解析応用 ① (30) (30)
Y9073 早期臨床体験 ① (30) (30)

実習
YA047 調剤実習Ⅰ ① 30
YA048 調剤実習Ⅱ ① 30
YA049 調剤実習Ⅲ ① 30
YA050 実務事前実習 ③ 90
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学
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科
目
区
分

科
目
コ
ー
ド

授　　業　　科　　目
単
位
数

配当年次・学期・時間数
授
業
区
分

備　
　

考
1年次 2年次 3年次 4年次 5年次 6年次

前期後期前期後期前期後期前期後期前期後期前期後期

専　
　

門　
　

科　
　

目

薬
学

臨
床

Y9711 学外実務実習 ⑳ 600
実習

YA051 アドバンスト実務実習 2 (60) (60)

卒
業
研
究

YA052 研究実践入門 2 (60) (60)

演習
YA053 薬学研究リテラシー 2 (60) (60)
Y9682 卒業研究Ⅰ ⑤ 150
Y9692 卒業研究Ⅱ ⑤ 150
Y8201 卒業研究Ⅲ ② 60

総　

合　

薬　

学

Y8211 薬学英語Ⅰ ① (30) (30)
講義

Y8221 薬学英語Ⅱ 1 (30) (30)
YA054 香粧品と医用材料学 2 (60) (60)

演習

YA055 健康増進疾病予防演習 2 (60) (60)
Y9852 総合医薬科学 2 (60) (60)
YA056 医薬品の開発と評価 2 (60) (60)
YA057 専門薬剤師の任務 2 (60) (60)
YA058 地域医療における薬剤師の任務 2 (60) (60)
YA059 リプロダクティブ・ヘルスと薬学 2 (60) (60)
YA060 漢方臨床推論 2 (60) (60)
YA061 がん治療の基礎と臨床 2 (60) (60)
YA062 未来の薬学/イノベーションと社会貢献 2 (60) (60)
YA063 基礎薬学演習Ⅰ ① 30
YA064 基礎薬学演習Ⅱ ③ 90
YA065 総合薬学演習Ⅰ ⑨ （270）（270）
YA066 総合薬学演習Ⅱ ⑨ （270）（270）



28

　薬学科　

〔上位年次配当授業科目の履修要件〕
第2年次以上の配当授業科目を履修するためには、つぎの要件を充足していなければならない。

第2年次

第１年次配当授業科目のうち

スタンダード科目 「アカデミックリテラシー」、「チュートリアル」、「専門職連携基礎演習Ⅰ」、「専門職連携
基礎演習Ⅱ」を含め計10単位以上修得

オプション科目 必修科目1単位を含め計5単位以上修得

専 門 教 育 科 目 必修科目および選択必修科目の中から「早期臨床体験」、「MAPLE Ⅰ」を含め計17単
位以上修得

合　　計 32単位以上修得

第3年次

第1年次および第2年次配当授業科目のうち

スタンダード科目 12単位以上修得

オプション科目 必修科目3単位を含め計8単位以上修得

専 門 教 育 科 目
必修科目および選択必修科目の中から「物理化学・分析化学実習」、「有機化学・生薬学
実習」、「生物学実習」、「衛生薬学実習」、「調剤実習Ⅰ」、「調剤実習Ⅱ」、「MAPLE Ⅱ」
を含め計46単位以上修得

合　　計 66単位以上修得

第4年次

第1年次、第2年次および第3年次配当授業科目のうち

スタンダード科目 13単位以上修得

オプション科目 必修科目の中から3単位を含め計8単位以上修得

専 門 教 育 科 目 必修科目および選択必修科目の中から「薬理学実習」、「薬剤学実習」、「調剤実習Ⅲ」、
「MAPLEⅢ」を含め計73単位以上修得

合　　計 94単位以上修得

※第4年次後期から配当される授業科目「学外実務実習」の履修には、薬学共用試験センターの客観試験 (CBT) と
客観的臨床能力試験 (OSCE) の合格が必須の条件である。

第5年次

第1年次、第2年次、第3年次および第4年次配当授業科目のうち

スタンダード科目 14単位修得

オプション科目 必修科目の中から3単位を含め計10単位以上修得

専 門 教 育 科 目 必修科目および選択必修科目の中から「卒業研究Ⅰ」、「実務事前実習」、「MAPLE Ⅳ」
を含め計96単位以上修得

合　　計 120単位以上修得

第6年次

第1年次、第2年次、第3年次、第4年次および第5年次配当授業科目のうち

スタンダード科目 14単位修得

オプション科目 必修科目の中から3単位を含め計10単位以上修得

専 門 教 育 科 目
①必修科目および選択必修科目の中から「卒業研究Ⅱ」、「学外実務実習」を含め計122
単位以上修得
②選択必修科目を除く選択科目の中から1単位以上修得

合　　計 147単位以上修得
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健康科学部
卒業に必要な単位数

医療栄養学科
科目区分 必修 選択

スタンダード科目 15 ―

オプション科目 6 4

専門教育科目

専門基礎科目 44
7＊1

専門科目 51

計
95 7

102単位以上

卒業必要単位数
116 11

127単位以上

＊1　『専門応用分野』の「総合演習（総合専門演習Ⅱを除く）」から選択必修科
目 1単位、「臨地実習」から選択必修科目 1単位および『専門応用分野』
の「総合専門演習Ⅱ」と「卒業研究Ⅲ」のどちらか2単位の計4単位修得
すること。その他『専門応用分野』および『Ⅳ教職課程の1栄養に係る教
育に関する科目』の選択科目および選択必修科目から3単位以上修得する
こと。なお、管理栄養士国家試験の受験資格を得るためには「総合専門演
習Ⅱ」の2単位を修得すること。
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授 業 科 目 等 一 覧
医療栄養学科
1．スタンダード科目

注1．単位数を○で囲んだ授業科目は必修科目
　2．時間数を（　）で囲んだ授業科目は前期または後期で開講する。

科目区分

科
目
コ
ー
ド

授　　業　　科　　目
単
位
数

配当年次・学期・時間数
授
業
区
分

備　
　

考
1年次 2年次 3年次 4年次

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
科
目

Z2010 アカデミックリテラシー ① 30

演習

Z2020 チュートリアル ① 30
Z2030 専門職連携基礎演習Ⅰ ① (30) (30)
Z2040 専門職連携基礎演習Ⅱ ① (30) (30)
Z2050 専門職連携総合演習Ⅰ ① (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z2060 専門職連携総合演習Ⅱ ① (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z2070 地域創生と危機管理 ① (30) (30) 講義
Z2281 情報リテラシー ① 30

演習

Z2090 データサイエンスⅠ ① 30
Z2100 英語コミュニケーションⅠ ① 30
Z2110 英語コミュニケーションⅡ ① 30
Z2120 英語リーディングⅠ ① 30
Z2130 英語リーディングⅡ ① 30
Z2140 スポーツ学 ① (15) (15) 講義
Z2150 スポーツ実習Ⅰ ① (30) (30) (30) (30) 実習
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2．オプション科目
注1．単位数を○で囲んだ授業科目は必修科目
　2．時間数を（　）で囲んだ授業科目は前期または後期で開講する。

科目区分

科
目
コ
ー
ド

授　　業　　科　　目
単
位
数

配当年次・学期・時間数
授
業
区
分

備　
　

考
1年次 2年次 3年次 4年次

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

オ
プ
シ
ョ
ン
科
目
（
ベ
ー
シ
ッ
ク
）

グ
ロ
ー
バ
ル

Z2001 中国語Ⅰ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

演習
Z2011 中国語Ⅱ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z2021 ドイツ語Ⅰ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z2031 ドイツ語Ⅱ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

情報学 Z2041 プログラミングⅠ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

人
間
と
文
化

Z0101 哲学 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

講義

Z0111 文学 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z0121 心理学 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z0141 芸術学 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z0151 文化人類学 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

人
間
と
社
会

Z2051 日本国憲法 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z0191 経済学 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z0201 歴史学 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z0211 政治学 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

人
間
と
自
然

Z0231 統計学 ② (30) (30)
Z0251 数学基礎 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z0241 数学 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z0261 物理学 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z0281 化学 ② (30) (30)
Z0301 生物学 ② (30) (30)
Z2061 科学実験ａ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

実験
Z2071 科学実験ｂ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

総合
Z0131 日本語表現法 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

講義
Z0161 コミュニケーション論 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

オ
プ
シ
ョ
ン
科
目
（
ア
ド
バ
ン
ス
ド
）

グ
ロ
ー
バ
ル

Z2081 Reading & Writing 1 (30) (30) (30) (30)
演習Z2091 英語プレゼンテーション 1 (30) (30) (30) (30)

Z0441 検定英語 1 (30) (30) (30) (30)
Z2101 グローバル化と人間ａ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

講義
Z2111 グローバル化と人間ｂ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

情
報
学

Z2121 データサイエンスⅡ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
演習Z2291 データサイエンスⅢ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

Z2141 プログラミングⅡ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
保健体育 Z2151 スポーツ実習Ⅱ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30) 実習

人間と文化
Z2161 人間と文化ａ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

講義

Z2171 人間と文化ｂ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

人間と社会
Z2181 人間と社会ａ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z2191 人間と社会ｂ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

人間と自然
Z2201 人間と自然ａ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z2211 人間と自然ｂ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

総合 Z2231 教養ゼミ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30) 演習
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【留学生特例科目】

科目区分

科
目
コ
ー
ド

授　　業　　科　　目
単
位
数

配当年次・学期・時間数
授
業
区
分

備　
　

考
1年次 2年次 3年次 4年次

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

オ
プ
シ
ョ
ン

人間と社会
Z2241 日本事情ａ 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

講義
Z2251 日本事情ｂ 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

グローバル
Z2261 日本語Ⅰ 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z2271 日本語Ⅱ 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

〔注〕留学生特例科目において修得した単位は、学部および学科で履修すべき単位数のうち、次に掲げるもので代えることができる。
　　　ただし、その履修に関しては学部または学科の指示に従うものとする。
　　　1　オプション科目（ベーシック）の人間と社会の2単位までを「日本事情a」または「日本事情b」の単位数
　　　2　オプション科目のグローバルの4単位までを「日本語Ⅰ」、「日本語Ⅱ」の単位数
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3．専門教育科目
医療栄養学科

注1．単位数を○で囲んだ授業科目は必修科目
　2．単位数を□で囲んだ授業科目は選択必修科目
　3．時間数を（　）で囲んだ授業科目は前期または後期で開講する。

科目区分

科
目
コ
ー
ド

授　　業　　科　　目
単
位
数

配当年次・学期・時間数
授
業
区
分

備　
　

考
1年次 2年次 3年次 4年次

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

専　
　
　

門　
　
　

基　
　
　

礎　
　
　

分　
　
　

野

向
け
た
基
礎
教
育

医
療
人
養
成
に

V1022 管理栄養士概論 ① (15) (15) 講義
V1031 早期体験学習 ① (30) (30) 演習
V1043 医療・生命倫理 ① (15) (15)

講義
V1302 医学・医療概論 ① (15) (15)

と
健
康

社
会･

環
境

V1051 公衆衛生学Ⅰ ② (30) (30)
V1073 公衆衛生学Ⅱ ② (30) (30)
V1062 公衆衛生学Ⅲ ② (30) (30)
V1063 公衆衛生学実習 ① (45) (45) 実習

疾
病
の
成
り
立
ち

人
体
の
構
造
と
機
能
及
び

V1311 生理学 ② (30) (30)
講義

V1082 解剖学 ② (30) (30)
V1092 解剖生理学実習 ① (45) (45) 実習
V1121 生化学Ⅰ ② (30) (30)

講義
V1132 生化学Ⅱ ② (30) (30)
V1143 生化学実験 ① (45) (45) 実験
V1152 病態学Ⅰ ② (30) (30)

講義V1162 病態学Ⅱ ② (30) (30)
V1172 病態学Ⅲ ② (30) (30)
V1332 病態生理学実習 ① (45) (45) 実習

食　

べ　

物　

と　

健　

康

V1261 調理学 ② (30) (30) 講義
V1272 調理学実習 ① (45) (45) 実習
V1282 調理科学実験 ① (45) (45) 実験
V1182 食品化学Ⅰ ② (30) (30)

講義
V1192 食品化学Ⅱ ② (30) (30)
V1341 食品化学実験 ① (45) (45) 実験
V1211 食品加工学 ② (30) (30) 講義
V1221 食品加工学実習 ① (45) (45) 実習
V1351 食品衛生学 ② (30) (30) 講義
V1243 食品衛生学実験 ① (45) (45) 実験
V1291 献立作成実習 ① (45) (45) 実習

専

門

応

用

分

野

基礎栄養学
V2012 基礎栄養学 ② (30) (30) 講義
V2021 基礎栄養学実験 ① (45) (45) 実験
V2391 食事摂取基準演習 ① (30) (30) 演習

応
用
栄
養
学

V2033 応用栄養学Ⅰ ② (30) (30)
講義V2042 応用栄養学Ⅱ ② (30) (30)

V2053 応用栄養学Ⅲ ② (30) (30)
V2402 応用栄養学実習 ① (45) (45) 実習

栄
養
教
育
論

V2072 栄養教育論Ⅰ ② (30) (30)
講義V2082 栄養教育論Ⅱ ② (30) (30)

V2092 栄養教育論Ⅲ ② (30) (30)
V2102 栄養教育論実習 ① (45) (45) 実習
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科目区分

科
目
コ
ー
ド

授　　業　　科　　目
単
位
数

配当年次・学期・時間数
授
業
区
分

備　
　

考
1年次 2年次 3年次 4年次

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

専　
　
　
　

門　
　
　
　

応　
　
　
　

用　
　
　
　

分　
　
　
　

野

臨
床
栄
養
学

V2122 臨床栄養学総論 ② (30) (30)

講義
V2132 臨床栄養学各論Ⅰ ② (30) (30)
V2152 臨床栄養学各論Ⅱ ② (30) (30)
V2162 臨床栄養学各論Ⅲ ② (30) (30)
V2142 臨床栄養学実習Ⅰ ① (45) (45)

実習
V2172 臨床栄養学実習Ⅱ ① (45) (45)

公
衆
栄
養
学

V2183 公衆栄養学Ⅰ ② (30) (30)
講義

V2192 公衆栄養学Ⅱ ② (30) (30)
V2211 公衆栄養学実習 ① (45) (45) 実習

管
理
論

給
食
経
営

V2221 給食経営管理総論 ② (30) (30)
講義

V2231 給食経営管理各論 ② (30) (30)
V2241 給食経営管理実習Ⅰ ① (45) (45)

実習
V2251 給食経営管理実習Ⅱ ① (45) (45)

総
合
演
習

V2411 総合演習Ⅰ ① (30) (30)

演習

V2421 総合演習Ⅱ 1 (30) (30)
V2431 総合演習Ⅲ ① (30) (30)
V2441 総合演習Ⅳ 1 (30) (30)
V2451 総合演習Ⅴ 1 (30) (30)
V2322 総合専門演習Ⅰ ① (30) (30)
V2333 総合専門演習Ⅱ 2 (60) (60)

臨
地
実
習

V2341 臨地実習Ⅰ(給食の運営) ① (45) (45)

実習
V2351 臨地実習Ⅱ(給食経営管理論) 1 (45) (45)
V2362 臨地実習Ⅲ(臨床栄養学) ② (90) (90)
V2371 臨地実習Ⅳ(臨床栄養学) 1 (45) (45)
V2381 臨地実習Ⅴ(公衆栄養学) 1 (45) (45)

関　

連　

科　

目

V2713 健康科学概論 ② (30) (30) 講義
V2714 スポーツ・エンターテインメント演習 1 (15) (15)

演習
V2702 臨床栄養管理学演習 1 (15) (15)
V2703 スポーツ医学概論 1 (15) (15)

講義
V2704 スポーツ栄養サポート論Ⅰ 1 (30) (30)
V2705 スポーツ栄養サポート論Ⅱ 1 (30) (30)
V2706 スポーツ栄養サポート論Ⅲ 1 (30) (30)
V2707 スポーツ栄養マネジメント演習Ⅰ 1 (30) (30)

演習

V2708 スポーツ栄養マネジメント演習Ⅱ 1 (30) (30)
V2709 メニュー開発演習Ⅰ 1 (30) (30)
V2710 メニュー開発演習Ⅱ 1 (30) (30)
V2711 洋食調理演習 1 (15) (15)
V2712 地域コミュニケーション演習 1 (30) (30)
V2261 栄養薬学 2 (30) (30)

講義
V2601 医療・福祉・介護と栄養ケア 2 (30) (30)
V3013 卒業研究Ⅰ ② (60) (60)

演習V3021 卒業研究Ⅱ ② (60) (60)
V3041 卒業研究Ⅲ 2 (60) (60)
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【栄養に係る教育に関する科目】

科
目
コ
ー
ド

授　　業　　科　　目
単
位
数

配当年次・学期・時間数
授
業
区
分

備　
　

考
1年次 2年次 3年次 4年次

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

V4011 学校栄養教育論Ⅰ ② (30) (30)
講義

V4021 学校栄養教育論Ⅱ ② (30) (30)

【教職に関する科目】

科
目
コ
ー
ド

授　　業　　科　　目
単
位
数

配当年次・学期・時間数
授
業
区
分

備　
　

考
1年次 2年次 3年次 4年次

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

92013 教育原理 ① (15) (15)

講義

91011 教職概論 ② (30) (30)
92042 教育制度論 ① (15) (15)
92032 学校教育心理学 ① (15) (15)
92061 特別支援教育論 ① (15) (15)
93011 教育課程論 ② (30) (30)
93092 道徳・特別活動論 ② (30) (30)
93191 総合的な学習の時間論 ① (15) (15)
93104 教育方法論 ① (15) (15)
93105 情報通信技術の活用 ① (15) (15)
94013 生徒指導論 ① (15) (15)
94024 教育相談 ① (15) (15)
96041 栄養教育実習Ⅰ ① － －

実習
96051 栄養教育実習Ⅱ ① － －
95022 教職実践演習（栄養教諭） ② 30 演習
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　医療栄養学科　

〔進級要件〕
各年次に進級するためには所定の単位を修得しなければならない。

第2年次

スタンダード科目 「アカデミックリテラシー」、「チュートリアル」、「専門職連携基礎演習Ⅰ」、「専門職連携
基礎演習Ⅱ」を含め4単位以上を修得

オプション科目 －

専 門 教 育 科 目 必修科目の中から24単位以上を修得

第3年次

スタンダード科目 －

オプション科目 －

専 門 教 育 科 目 必修科目の中から65単位以上を修得

第4年次

スタンダード科目 必修科目13単位を修得

オプション科目 －

専 門 教 育 科 目 必修科目の中から82単位以上を修得

〔先修科目〕
Ⅰ　Ａ欄に掲げる授業科目を履修するためには、Ｂ欄に掲げる授業科目（先修科目）の単位を、2年次
終了時に修得していなければならない。

A欄 B欄

臨地実習Ⅰ(給食の運営)
(3年次)

調理学、調理学実習、食品衛生学、献立作成実習、
応用栄養学Ⅰ、応用栄養学Ⅱ、給食経営管理総論、
給食経営管理各論、給食経営管理実習Ⅰ

Ⅱ　Ａ欄に掲げる授業科目を履修するためには、上記ⅠのA欄および以下に掲げるＢ欄の授業科目（先
修科目）の単位を、3年次終了時までに修得していなければならない。

A欄 B欄

臨地実習Ⅱ

(給食経営管理綸)

(4年次)

栄養教育論Ⅰ
栄養教育論Ⅱ
給食経営管理実習Ⅱ

病態学Ⅰ

病態学Ⅱ

臨床栄養学総論

臨床栄養学各論Ⅰ

臨床栄養学各論Ⅱ

臨床栄養学各論Ⅲ

臨床栄養学実習Ⅰ

臨床栄養学実習Ⅱ

臨地実習Ⅲ

(臨床栄養学)

(4年次)

臨地実習Ⅳ

(臨床栄養学)

(4年次)

臨地実習Ⅴ

(公衆栄養学)

(4年次)

公衆衛生学Ⅲ

公衆栄養学Ⅰ

公衆栄養学Ⅱ

公衆栄養学実習
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　医療栄養学科の者で、上記国家試験の受験資格を取得したい者は、以下の授業科目を修得しなければ
なりません。

修得を要する科目

管理栄養士学校指定規則の規定

授業科目名

単位数

教育内容

単位数
講義
又は
演習

実験
又は
実習

講義
又は
演習

実験
又は
実習

専
門
基
礎
分
野

社会・環境と健康 6

10

公衆衛生学Ⅰ 2 －
公衆衛生学Ⅱ 2 －
公衆衛生学Ⅲ 2 －
公衆衛生学実習 － 1

人体の構造と機能及び
疾病の成り立ち

14

解剖学 2 －
生理学 2 －
解剖生理学実習 － 1
生化学Ⅰ 2 －
生化学Ⅱ 2 －
生化学実験 － 1
病態学Ⅰ 2 －
病態学Ⅱ 2 －
病態学Ⅲ 2 －
病態生理学実習 － 1

食べ物と健康 8

食品化学Ⅰ 2 －
食品化学Ⅱ 2 －
食品化学実験 － 1
食品加工学 2 －
食品加工学実習 － 1
食品衛生学 2 －
食品衛生学実験 － 1
調理学 2 －
調理学実習 － 1
調理科学実験 － 1
献立作成実習 － 1

専門基礎分野合計 28 10 30 10

専
門
分
野

基礎栄養学 2

8

基礎栄養学 2
基礎栄養学実験 － 1
食事摂取基準演習 1 －

応用栄養学 6

応用栄養学Ⅰ 2 －
応用栄養学Ⅱ 2 －
応用栄養学Ⅲ 2 －
応用栄養学実習 － 1

栄養教育論 6

栄養教育論Ⅰ 2 －
栄養教育論Ⅱ 2 －
栄養教育論Ⅲ 2 －
栄養教育論実習 － 1

臨床栄養学 8

臨床栄養学総論 2 －
臨床栄養学各論Ⅰ 2 －
臨床栄養学各論Ⅱ 2 －
臨床栄養学各論Ⅲ 2 －
臨床栄養学実習Ⅰ － 1
臨床栄養学実習Ⅱ － 1

公衆栄養学 4
公衆栄養学Ⅰ 2 －
公衆栄養学Ⅱ 2 －
公衆栄養学実習 － 1

給食経営管理論 4

給食経営管理総論 2 －
給食経営管理各論 2 －
給食経営管理実習Ⅰ － 1
給食経営管理実習Ⅱ － 1

総合演習 2 －

総合演習Ⅰ 1 －
総合演習Ⅲ 1 －
総合演習Ⅱ 1 －
総合演習Ⅳ 1 －
総合演習Ⅴ 1 －
総合専門演習Ⅰ 1 －
総合専門演習Ⅱ 2 －

臨地実習 － 4

臨地実習Ⅰ（給食の運営） － 1
臨地実習Ⅲ（臨床栄養学） － 2
臨地実習Ⅱ（給食経営管理論） － 1
臨地実習Ⅳ（臨床栄養学） － 1
臨地実習Ⅴ（公衆栄養学） － 1

専門分野合計 32 12 37 12
合計 60 22 67 22

いずれかいずれか
1単位含む1単位含む
いずれか
1単位含む

いずれかいずれか
1単位含む1単位含む
いずれか
1単位含む
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管理栄養士国家試験の受験資格について
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栄養士指定科目について
　栄養士指定科目については以下のとおりです。

修得を要する科目

栄養士学校指定規則の規定

授業科目名

単位数

教育内容

単位数
講義
又は
演習

実験
又は
実習

講義
又は
演習

実験
又は
実習

社会生活と健康 4

4

公衆衛生学Ⅰ 2 －
公衆衛生学Ⅱ 2 －
公衆衛生学Ⅲ 2 －
公衆衛生学実習 － 1

人体の構造と機能 8

解剖学 2 －
生理学 2 －
解剖生理学実習 － 1
生化学Ⅰ 2 －
生化学Ⅱ 2 －
生化学実験 － 1
病態学Ⅰ 2 －
病態学Ⅱ 2 －
病態学Ⅲ 2 －
病態生理学実習 － 1

食品と衛生 6

食品化学Ⅰ 2 －
食品化学Ⅱ 2 －
食品化学実験 － 1
食品加工学 2 －
食品加工学実習 － 1
食品衛生学 2 －
食品衛生学実験 － 1

栄養と健康 8

10

基礎栄養学 2 －
基礎栄養学実験 － 1
食事摂取基準演習 1 －
臨床栄養学総論 2 －
臨床栄養学各論Ⅰ 2 －
臨床栄養学各論Ⅱ 2 －
臨床栄養学各論Ⅲ 2 －
臨床栄養学実習Ⅰ － 1
臨床栄養学実習Ⅱ － 1

栄養の指導 6

応用栄養学Ⅰ 2 －
応用栄養学Ⅱ 2 －
応用栄養学Ⅲ 2 －
応用栄養学実習 － 1
栄養教育論Ⅰ 2 －
栄養教育論Ⅱ 2 －
栄養教育論Ⅲ 2 －
栄養教育論実習 － 1
公衆栄養学Ⅰ 2 －
公衆栄養学Ⅱ 2 －
公衆栄養学実習 － 1

給食の運営 4

調理学 2 －
調理学実習 － 1
調理科学実験 － 1
献立作成実習 － 1
給食経営管理総論 2 －
給食経営管理各論 2 －
給食経営管理実習Ⅰ － 1
給食経営管理実習Ⅱ － 1
臨地実習Ⅰ（給食の運営） － 1

合計 36 14 61 19
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食品衛生管理者及び食品衛生監視員の指定科目について
　食品衛生管理者及び食品衛生監視員の指定科目については以下のとおりです。

修得を要する科目

食品衛生法施行規則第50条別表に定める科目 授業科目名

単位数

講義
又は
演習

実験
又は
実習

化学 分析化学 化学 2 －

生物化学

生物化学
生化学Ⅰ 2 －
基礎栄養学 2 －

食品化学 食品化学Ⅰ 2 －
生理学 生理学 2 －
食品分析学 食品化学実験 － 1

微生物学

微生物学 病態学Ⅲ 2 －
食品微生物学 食品衛生学実験 － 1
食品保存学 食品加工学 2 －
食品製造学 食品加工学実習 － 1

公衆衛生学
公衆衛生学 公衆衛生学Ⅰ 2 －
食品衛生学 食品衛生学 2 －
環境衛生学 公衆衛生学Ⅲ 2 －

その他関連科目

酵素化学 生化学Ⅱ 2 －

医学概論
医療・生命倫理 1 －
医学・医療概論 1 －

解剖学 解剖生理学実習 － 1
栄養化学 基礎栄養学実験 － 1
栄養学 応用栄養学Ⅰ 2 －

農産物製造学 食品化学Ⅱ 2 －

その他これらに類する

食品衛生に関する科目

生化学実験 － 1
病態学Ⅰ 2 －
病態学Ⅱ 2 －
調理学 2 －
臨床栄養学総論 2 －
給食経営管理総論 2 －
給食経営管理各論 2 －
公衆衛生学Ⅱ 2 －
給食経営管理実習Ⅰ － 1

合計40単位以上 42 7
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教職課程について
　将来、教職につくことを志望する者のために、本学には教職課程が設けられています。教育職員免許状の取
得を希望する者は、卒業に必要な単位のほかに、教職課程科目の単位を修得しなければなりません。

１．取得できる免許状
　本学で取得できる免許状は、次表のとおりです。

学　　科 免許状の種類
医 療 栄 養 学 科 栄養教諭一種免許状

２．履修方法
　免許状の取得を希望する者は、教育職員免許法に定める必要な授業科目の単位を修得するために、同法に
対応する科目を履修しなければなりません。
　なお、履修方法の詳細については、毎年度「教職課程履修ガイダンス」を行いますので、履修希望者は必
ず出席してください。

３．教育職員免許状の基礎資格および最低修得単位数

学　　科 免許状の種類

本学の教職課程で修得すべき科目、最低修得単位数

栄養に係る教育
に関する科目　

教育の基礎的理解
に関する科目

その他教育職員
免許法施行規則
で定める科目

医 療 栄 養 学 科 栄 養 教 諭
一 種 免 許 状

 表Ａ  に示す要件
を満たし、4単位
を修得すること

表Ｂ  に示す要件
を満たし、19単位
を修得すること

表C  に示す要件
を満たし、8単位
を修得すること

４．教職課程の履修上の注意事項
　 （1）履修は計画的に

　教職課程は大学教育の一環をなし、１年次から始まります。したがって、今後4年にわたって必要
な科目を指定された年次で履修していくことが必要です。
　なお、教職課程の科目のうち卒業要件の単位に認められないものもありますので注意してください。

　 （2）掲示板には常に注意を
　教職課程に関する連絡事項は、学部の掲示板（呉キャンパス1号館1階）で行います。教職課程履
修者は所定の掲示板を常に見るよう心がけてください。

　 （3）窓口について
　教職課程に関する相談、質問は担当窓口に申し出てください。
　　教育・学生支援機構教務係（呉キャンパス1号館1階）

表Ａ　栄養に係る教育に関する科目
教育職員免許法施行規則に
定める科目および単位数 左記科目に対する本大学での科目等

科　　目 最低修得
単 位 数 授　業　科　目 単位数 履修

年次
時間数

前期 後期

栄養に係る教育に関する科目 4
学校栄養教育論Ⅰ ② 3 (30) (30)
学校栄養教育論Ⅱ ② 3 (30) (30)

最低修得単位数合計 4 最低修得単位数合計 栄教一種免　4単位

注１．単位数を○で囲んだ授業科目は必修科目
　２．時間数を（　）で囲んだ授業科目は前期または後期で開講する。
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表Ｂ　教育の基礎的理解に関する科目

教育職員免許法施行規則に定める科目および単位数 左記科目に対する本大学での科目等

科　目 各科目に含める必要事項
最低
修得
単位数

授　業　科　目 単位数 履修年次

時 間 数
履修
方法等前期 後期

教育の基礎的
理解に関する
科目

教育の理念並びに教育に関する歴史及び思
想

8

教 育 原 理 ① 1 （15）（15）

教職の意義及び教員の役割・職務内容
（チーム学校運営への対応を含む。） 教 職 概 論 ② 1 （30）（30）

教育に関する社会的、制度的又は経営的事
項（学校と地域との連携及び学校安全への
対応を含む。）

教 育 制 度 論 ① 2 （15）（15）

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習
の過程 学 校 教 育 心 理 学 ① 1 （15）（15）

特別の支援を必要とする幼児、児童及び生
徒に対する理解 特 別 支 援 教 育 論 ① 2 （15）（15）

教育課程の意義及び編成の方法（カリキュ
ラム・マネジメントを含む。） 教 育 課 程 論 ② 3 （30）（30）

道徳、総合的
な学習の時間
等の指導法及
び生徒指導、
教育相談等に
関する科目

道徳、総合的な学習の時間及び特別活動に
関する内容

6

道 徳・ 特 別 活 動 論 ② 3 （30）（30）

総合的な学習の時間論 ① 3 （15）（15）

教育の方法及び技術（情報機器及び機材の
活用を含む。）

教 育 方 法 論 ① 2 （15）（15）

情報通信技術の活用 ① 2 （15）（15）

生徒指導の理論及び方法 生 徒 指 導 論 ① 2 （15）（15）

教育相談（カウンセリングに関する基礎的
な知識を含む。）の理論及び方法 教 育 相 談 ① 3 （15）（15）

教育実践に関
する科目

栄養教育実習
4

栄 養 教 育 実 習 Ⅰ ① 4 ― ― 事前事後
指導含む

栄 養 教 育 実 習 Ⅱ ① 4 ― ―

教職実践演習（栄養） 教職実践演習（栄養教諭） ② 4 30

最低修得単位数合計 栄教一種免　18単位 最低修得単位数合計 栄教一種免　19単位

注１．単位数を○で囲んだ授業科目は必修科目
　２．時間数を（　）で囲んだ授業科目は前期または後期で開講する。

表C　その他教育職員免許法施行規則で定める科目
教育職員免許法施行規則に
定める科目および単位数 左記科目に対する本大学での科目等

科　目 授　業　科　目 単位数 履修
年次

時間数
前期 後期

日本国憲法 日本国憲法 ② 1 （30）（30）

体育
スポーツ学 ① 2 （15）（15）
スポーツ実習Ⅰ ① 1 （30）（30）

外国語コミュニケーション
英語コミュニケーションⅠ ① 1 30
英語コミュニケーションⅡ ① 1 30

数理、データ活用及び人工知能に関する
科目又は情報機器の操作

情報リテラシー ① 1 30
データサイエンスⅠ ① 1 30

注１．単位数を○で囲んだ授業科目は必修科目
　２．時間数を（　）で囲んだ授業科目は前期または後期で開講する。
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健康科学部
卒業に必要な単位数

社会学科　地域創生学専攻
科目区分 必修 選択必修 選択 その他

スタンダード科目 15 ― ― ―

オプション科目 ― ― 8

10＊３
専門教育科目

専門基礎科目 4 4＊１
57

専門科目 14 12＊２

計
18 16 57

91単位以上

卒業必要単位数
33 16 65 10

124単位以上

＊１　専門基礎科目の選択必修科目から4単位以上を修得すること。
＊２　専門科目の『データサイエンス系科目』の選択必修科目から3単位以上を修得すること。

また専門科目の『地域学系科目』、『起業人育成系科目』、『コミュニケーション・表現系科目』
の選択必修科目から7単位以上を修得すること。さらに専門科目の『関連科目』の選択
必修科目から2単位以上を修得をすること。

＊３　オプション科目、所属学科の専門教育科目、他学科の専門教育科目から10単位以上を
修得すること。
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授 業 科 目 等 一 覧
社会学科　地域創生学専攻
1．スタンダード科目

注1．単位数を○で囲んだ授業科目は必修科目
　2．時間数を（　）で囲んだ授業科目は前期または後期で開講する。

科目区分

科
目
コ
ー
ド

授　業　科　目
単
位
数

配当年次・学期・時間数
授
業
区
分

備　
　

考
1年次 2年次 3年次 4年次

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
科
目

Z2010 アカデミックリテラシー ① 30

演習

Z2020 チュートリアル ① 30
Z2030 専門職連携基礎演習Ⅰ ① (30) (30)
Z2040 専門職連携基礎演習Ⅱ ① (30) (30)
Z2050 専門職連携総合演習Ⅰ ① (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z2060 専門職連携総合演習Ⅱ ① (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z2070 地域創生と危機管理 ① (30) (30) 講義
Z2080 情報リテラシー ① 30

演習

Z2090 データサイエンスⅠ ① 30
Z2100 英語コミュニケーションⅠ ① 30
Z2110 英語コミュニケーションⅡ ① 30
Z2120 英語リーディングⅠ ① 30
Z2130 英語リーディングⅡ ① 30
Z2140 スポーツ学 ① (15) (15) 講義
Z2150 スポーツ実習Ⅰ ① (30) (30) 実習

2．オプション科目
注1．単位数を○で囲んだ授業科目は必修科目
　2．時間数を（　）で囲んだ授業科目は前期または後期で開講する。

科目区分

科
目
コ
ー
ド

授　業　科　目
単
位
数

配当年次・学期・時間数
授
業
区
分

備　
　

考
1年次 2年次 3年次 4年次

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

オ
プ
シ
ョ
ン
科
目
（
ベ
ー
シ
ッ
ク
）

グ
ロ
ー
バ
ル

Z2001 中国語Ⅰ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

演習
Z2011 中国語Ⅱ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z2021 ドイツ語Ⅰ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z2031 ドイツ語Ⅱ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

情報学 Z2041 プログラミングⅠ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

人
間
と
文
化

Z0101 哲学 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

講義

Z0111 文学 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z0121 心理学 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z0141 芸術学 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z0151 文化人類学 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

人
間
と
社
会

Z0181 法学 ② (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z0191 経済学 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z0201 歴史学 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z0211 政治学 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
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科目区分

科
目
コ
ー
ド

授　業　科　目
単
位
数

配当年次・学期・時間数
授
業
区
分

備　
　

考
1年次 2年次 3年次 4年次

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

オ
プ
シ
ョ
ン
科
目
（
ベ
ー
シ
ッ
ク
）

人
間
と
自
然

Z0231 統計学 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

講義

Z0251 数学基礎 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z0241 数学 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z0261 物理学 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z0281 化学 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z0301 生物学 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z2061 科学実験a 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

実験
Z2071 科学実験b 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

総
合

Z0131 日本語表現法 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
講義

Z0161 コミュニケーション論 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

オ
プ
シ
ョ
ン
科
目
（
ア
ド
バ
ン
ス
ド
）

グ
ロ
ー
バ
ル

Z2081 Reading ＆ Writing 1 (30) (30) (30) (30)
演習Z2091 英語プレゼンテーション 1 (30) (30) (30) (30)

Z0441 検定英語 1 (30) (30) (30) (30)
Z2101 グローバル化と人間a 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

講義
Z2111 グローバル化と人間b 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

情
報
学

Z2121 データサイエンスⅡ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
演習Z2291 データサイエンスⅢ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

Z2141 プログラミングⅡ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
保健体育 Z2151 スポーツ実習Ⅱ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30) 実習

人間と
文化

Z2161 人間と文化a 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

講義

Z2171 人間と文化b 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

人間と
社会

Z2181 人間と社会a 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z2191 人間と社会b 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

人間と
自然

Z2201 人間と自然a 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z2211 人間と自然b 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

総合 Z2231 教養ゼミ 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30) 演習

【留学生特例科目】

科目区分

科
目
コ
ー
ド

授　業　科　目
単
位
数

配当年次・学期・時間数
授
業
区
分

備　
　

考
1年次 2年次 3年次 4年次

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

オ
プ
シ
ョ
ン

人間と
社会

Z2241 日本事情ａ 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

講義
Z2251 日本事情ｂ 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

グローバル
Z2261 日本語Ⅰ 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
Z2271 日本語Ⅱ 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

〔注〕留学生特例科目において修得した単位は、学部および学科で履修すべき単位数のうち、次に掲げるもので代えることができる。
　　　ただし、その履修に関しては学部または学科の指示に従うものとする。
　　　1　オプション科目（ベーシック）の人間と社会の2単位までを「日本事情ａ」または「日本事情ｂ」の単位数
　　　2　オプション科目のグローバルの4単位までを「日本語Ⅰ」、「日本語Ⅱ」の単位数
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3．専門教育科目
社会学科　地域創生学専攻

注1．単位数を○で囲んだ授業科目は必修科目
　2．単位数を□で囲んだ授業科目は選択必修科目
　3．時間数を（　）で囲んだ授業科目は前期または後期で開講する。

科目区分

科
目
コ
ー
ド

授　業　科　目
単
位
数

配当年次・学期・時間数
授
業
区
分

備　
　

考
1年次 2年次 3年次 4年次

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

専
門
教
育
科
目

専
門
基
礎
科
目

XR001 社会学と社会システム ② (30) (30)

講義

XR002 社会福祉の原理と政策Ⅰ ② (30) (30)
XR003 地域発見の社会学 2 (30) (30)
XR004 健康社会学 2 (30) (30) (30) (30)
XR005 地元学Ⅰ 2 (30) (30) (30) (30)
XR006 ユニバーサルデザイン論 2 (30) (30) (30) (30)
XR007 健康科学概論 2 (30) (30) (30) (30)

専
門
科
目

地
域
学
系
科
目

XR008 まちづくり基礎論 2 (30) (30) (30) (30)

講義

XR009 地域の歴史と現在 2 (30) (30) (30) (30)
XR010 地域の現在と未来 2 (30) (30) (30) (30)
XR011 地域防災Ⅰ 2 (30) (30) (30) (30)
XR012 地域防災Ⅱ 2 (30) (30) (30) (30)
XR013 都市計画概論 2 (30) (30) (30) (30)
XR014 地域と平和 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
XR015 地元学Ⅱ 2 (30) (30) (30) (30)
XR016 地域創生をめぐる法と行政 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
XR017 地域文化論（地域文化の継承と興隆） 2 (30) (30) (30) (30)

起
業
人
育
成
系
科
目

XR018 ウェルネスビジネス論Ⅰ 2 (30) (30) (30) (30)
XR019 ウェルネスビジネス論Ⅱ 2 (30) (30) (30) (30)
XR020 ミクロ経済学 2 (30) (30) (30) (30)
XR021 マクロ経済学 2 (30) (30) (30) (30)
XR022 医療経済学 2 (30) (30) (30) (30)
XR023 公共経済学 2 (30) (30) (30) (30)
XR024 簿記論 2 (30) (30) (30) (30)
XR025 非営利組織経営論 2 (30) (30) (30) (30)
XR026 会計学 2 (30) (30) (30) (30)

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
系
科
目

XR027 社会調査法概論 2 (30) (30) (30) (30)
XR028 情報科学入門Ⅰ 2 (30) (30) (30) (30)
XR029 情報科学入門Ⅱ 2 (30) (30) (30) (30)
XR030 社会調査法 2 (30) (30) (30) (30)
XR031 社会データ分析 2 (30) (30) (30) (30)
XR032 情報社会概論 2 (30) (30) (30) (30)
XR033 情報数学 2 (30) (30) (30) (30)
XR034 システムの安全・安心 2 (30) (30) (30) (30)
XR035 データ可視化実践 2 (30) (30) (30) (30)
XR036 統計学演習 1 (30) (30) (30) (30)

演習

XR037 スマートシステム演習Ⅰ 1 (30) (30) (30) (30)
XR038 スマートシステム演習Ⅱ 1 (30) (30) (30) (30)
XR039 スマートシステム実践演習 2 (60) (60) (60) (60)
XR040 ソフトウェア実践 2 (60) (60) (60) (60)
XR041 多変量解析演習 2 (60) (60) (60) (60)
XR042 社会調査実習 1 (30) (30) (30) (30) 実習
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科目区分

科
目
コ
ー
ド

授　業　科　目
単
位
数

配当年次・学期・時間数
授
業
区
分

備　
　

考
1年次 2年次 3年次 4年次

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

専
門
教
育
科
目

専
門
科
目

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
表
現
系
科
目

XR043 色彩基礎論 2 (30) (30) (30) (30) 講義
XR044 デザイン表現 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)

演習

XR045 ディベート演習 1 (30) (30) (30) (30)
XR046 日本語基礎演習Ⅰ（話す・聞く） 1 (30) (30)
XR047 日本語基礎演習Ⅱ（読む・書く） 1 (30) (30)
XR048 造形表現基礎演習 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
XR049 造形表現応用演習 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
XR050 音楽表現 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
XR051 色彩基礎演習 1 (30) (30) (30) (30)
XR052 身体表現演習 1 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
XR053 メディアアート 2 (60) (60) (60) (60) (60) (60)

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
系
科
目

XR054 地域発見演習 ① (30) (30)
XR055 地域創生演習Ⅰ ② (60) (60)
XR056 地域創生演習Ⅱ ② (60) (60)
XR057 地域創生実習Ⅰ ② (60) (60)

実習

XR058 地域創生実習Ⅱ ② (60) (60)
XR059 地域支援実習 1 (30) (30) (30) (30)
XR060 地域探求実践Ⅰ 1 (30) (30) (30) (30)
XR061 地域探求実践Ⅱ 1 (30) (30) (30) (30)
XR062 インターンシップ 1 (30) (30) (30) (30)

関
連
科
目

XR063 地域創生学概論 ① (15) (15)

講義

XR064 生涯学習概論Ⅰ 2 (30) (30) (30) (30)
XR065 生涯学習概論Ⅱ 2 (30) (30) (30) (30)
XR066 生涯学習支援論Ⅰ 2 (30) (30) (30) (30)
XR067 生涯学習支援論Ⅱ 2 (30) (30) (30) (30)
XR068 社会教育経営論Ⅰ 2 (30) (30) (30) (30)
XR069 社会教育経営論Ⅱ 2 (30) (30) (30) (30)
XR070 気象学入門 2 (30) (30) (30) (30)
XR071 気象予報解析論 2 (30) (30) (30) (30)
XR072 気象観測技術論 2 (30) (30) (30) (30)
XR073 博物館概論 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
XR074 博物館経営論 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
XR075 博物館資料論 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
XR076 博物館資料保存論 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
XR077 博物館展示論 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
XR078 博物館教育論 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
XR079 博物館情報・メディア論 2 (30) (30) (30) (30) (30) (30)
XR080 博物館実習 3 (90) (90) (90) (90)

実習
XR081 社会教育実習 1 (30) (30) (30) (30)
XR082 社会教育演習 3 (90) (90) (90) (90)

演習XR083 卒業研究Ⅰ ② (60) (60)
XR084 卒業研究Ⅱ ② (60) (60)
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　社会学科　地域創生学専攻　

〔進級要件〕
各年次に進級するためには所定の単位を修得しなければならない。
第2年次

スタンダード科目

「アカデミックリテラシー」を含め10単位以上を修得オプション科目

専 門 教 育 科 目

第3年次

スタンダード科目 ―

オプション科目 ―

専 門 教 育 科 目 第1年次～第2年次配当科目の必修科目および選択科目のうち40単位以上を修得

第4年次

スタンダード科目 必修科目13単位修得

オプション科目 8単位以上修得

専 門 教 育 科 目 「地域発見演習」「地域創生演習Ⅰ」「地域創生演習Ⅱ」を含む必修科目および選択科目を
含め、計62単位以上を修得

〔先修科目〕
Ａ欄に掲げる授業科目を履修するためには、Ｂ欄に掲げる授業科目（先修科目）の単位を前もって修得し、
または同時に履修していなければならない。

A欄 B欄

地域創生演習Ⅱ（2年次） 地域発見演習

地域創生実習Ⅰ（3年次） 地域創生演習Ⅰ

地域創生実習Ⅱ（3年次） 地域創生演習Ⅱ
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社会教育主事資格について
　社会学科地域創生学専攻の者で、上記資格を取得したい者は、以下の授業科目を修得しなけ
ればなりません。

修得を要する科目

科目区分 授　業　科　目　名 単位数 時間数 開講年次

スタンダ
ード科目

情報リテラシー 1 30 1

地域創生と危機管理 1 30 1

データサイエンスⅠ 1 30 1

専　

門　

教　

育　

科　

目

生涯学習概論Ⅰ 2 30 2・3

生涯学習概論Ⅱ 2 30 2・3

生涯学習支援論Ⅰ 2 30 2・3

生涯学習支援論Ⅱ 2 30 2・3

社会教育経営論Ⅰ 2 30 2・3

社会教育経営論Ⅱ 2 30 2・3

社会学と社会システム 2 30 1

社会福祉の原理と政策Ⅰ 2 30 1

社会調査法概論 2 30 1・2

博物館概論 2 30 1・2・3

社会教育実習 1 30 3・4

社会教育演習 3 90 3・4
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学芸員養成科目について
　社会学科地域創生学専攻の者で、上記養成科目を取得したい者は、以下の授業科目を修得し
なければなりません。

修得を要する科目

科目区分 授　業　科　目　名 単位数 時間数 開講年次

専　

門　

教　

育　

科　

目

生涯学習概論Ⅰ 2 30 2・3

生涯学習概論Ⅱ 2 30 2・3

博物館概論 2 30 1・2・3

博物館経営論 2 30 1・2・3

博物館資料論 2 30 1・2・3

博物館資料保存論 2 30 1・2・3

博物館展示論 2 30 1・2・3

博物館教育論 2 30 1・2・3

博物館情報・メディア論 2 30 1・2・3

博物館実習 3 90 2・3
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授業を通して取得を支援する資格について

1 防　災　士

　社会学科地域創生学専攻においては、防災士の取得を強く推奨しており、在学時に防災士を
取得することで「学生防災士」として地域住民・学校・防災関係機関と連携した教育を行う。
防災士は、日本防災士機構が定めたカリキュラムを受講した上で、防災士資格取得試験に合格し、
日本防災士機構へ登録申請することで防災士の資格が取得できます。
　参照：日本防災士機構のホームページ（https://bousaisi.jp/）

科目区分 授　業　科　目　名 単位数 時間数 開講年次

スタンダード科目 地域創生と危機管理※ 1 30 1

専門教育科目 地域防災Ⅰ 2 30 1・2

※地域創生と危機管理で実施される救急救命講習（Basic Life Support）が対象。

2 社会調査士

　調査企画から報告書作成までの社会調査の全過程を学修することにより、基本的な調査方法
や分析手法の妥当性、またその問題点を指摘することができると認定された者に対して与えら
れる資格です。資格を取得したい者は、社会調査協会が定めた単位を修得した上で、卒業時に
社会調査協会に申請してください。
　参照：社会調査協会のホームページ（http://jasr.or.jp/）
　修得を要する科目（※の科目はいずれか一方のみで申請可。それ以外はすべての単位修得が
申請には必要）

科目区分 授　業　科　目　名 単位数 時間数 開講年次

オプション科目 統計学 2 30 1・2・3

専　

門　

教　

育　

科　

目

社会調査法概論 2 30 1・2

社会調査法 2 30 2・3

統計学演習 1 30 1・2

多変量解析演習※ 2 30 2・3

社会データ分析※ 2 30 2・3

社会調査実習 1 30 2・3

インターンシップ 1 30 3・4
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学業にかかる諸規定
　学業にかかる諸規定については、大学ホームページを参照ください。
　　アドレス　https://www.hirokoku-u.ac.jp/student/course/rule.html







履修申請要領

2025 年 4月1日

発行　広島国際大学



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 15%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /None
  /ColorImageResolution 350
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /None
  /GrayImageResolution 350
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /None
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly true
  /PDFXNoTrimBoxError false
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <>
    /CHT <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents that are to be checked or must conform to PDF/X-1a:2001, an ISO standard for graphic content exchange.  For more information on creating PDF/X-1a compliant PDF documents, please refer to the Acrobat User Guide.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 4.0 and later.)
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF che devono essere conformi o verificati in base a PDF/X-1a:2001, uno standard ISO per lo scambio di contenuto grafico. Per ulteriori informazioni sulla creazione di documenti PDF compatibili con PDF/X-1a, consultare la Guida dell'utente di Acrobat. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 4.0 e versioni successive.)
    /KOR <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die moeten worden gecontroleerd of moeten voldoen aan PDF/X-1a:2001, een ISO-standaard voor het uitwisselen van grafische gegevens. Raadpleeg de gebruikershandleiding van Acrobat voor meer informatie over het maken van PDF-documenten die compatibel zijn met PDF/X-1a. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 4.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /HighResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.000 842.000]
>> setpagedevice


